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遠軽町長・
遠軽町議会議員選挙

えんがるの

未来を託す

投開票１０.１５日
期日前投票・不在者投票　１０.１１　～１０.１４　水 土
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10
月
15
日（
日
）は

遠
軽
町
長
・
遠
軽
町
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

遠
軽
町
長
及
び
遠
軽
町
議
会
議
員
選
挙

は
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
代
表
者
を
決

め
る
最
も
大
切
な
選
挙
で
す
。
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
選
挙
公
報
や
演
説

会
な
ど
で
候
補
者
の
政
見
を
良
く
知
り
、

良
く
考
え
、
自
分
の
意
思
と
判
断
に
よ
っ

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
公
報
に
つ
い
て

　

選
挙
公
報
は
、
10
月
11
日
か
ら
各
自
治

会
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
が
き
に
つ

い
て

　

投
票
所
入
場
券
は
が
き
は
、
10
月
10
日

（
火
）ま
で
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
発
送

し
ま
す
。
も
し
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
で
き
な
い
方
は「
期
日
前
投
票
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
は
、
住
所
地
の
地
域
を
問

わ
ず
、
遠
軽
・
生
田
原
・
丸
瀬
布
・
白
滝

の
ど
の
地
域
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　
期
日
前
投
票
の
で
き
る
方 

・
仕
事
や
学
校
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

が
あ
る
方 

・
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由
で
投
票

日
当
日
に
い
な
い
方

・
病
気
や
け
が
な
ど
の
理
由
で
投
票
日
当

日
に
投
票
で
き
な
い
方

・
そ
の
他
、
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
と

見
込
ま
れ
る
方

■期日前投票所・投票時間

投票所 投票時間

遠軽町福祉センター 午前８時30分　　
　　　～午後８時

生田原支所
丸瀬布支所
白滝支所

午前８時30分　　
　　　～午後６時

２　
期
日
前
投
票
の
手
続

　

投
票
所
入
場
券
は
が
き
を
持
参
し
、
期

日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
表
面
の「
期
日
前
投
票

宣
誓
書
」に
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
持

ち
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

■投票日・告示日など
遠軽町長・遠軽町議会議員選挙

投　票　日 10月15日（日）
告　示　日 10月10日（火）

期日前投票・不在者投票のできる期間 10月11日（水）から10月14日（土）まで

選挙人名簿登録資格
年齢要件 平成11年10月16日までに生まれた方

住所要件 平成29年7月9日までに転入の届出をした方

町
外
へ
転
出
す
る
方

　

告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
に
町
外
へ
転
出
す
る
方
は
、
投
票
日
当

日
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
転
出
日
ま

で
は
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
10
月
12
日
に
町
外
へ
転
出
す

る
方
は
、
10
月
12
日
ま
で
は
期
日
前
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
降

の
期
日
前
投
票
及
び
投
票
日
当
日
の
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お問い合わせの
多い投票所を
ご案内します。

明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」
明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」

遠軽町長・遠軽町議会議員選挙日１０.１５
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不
在
者
投
票
の
手
続
き
に
つ

い
て

１　
名
簿
登
録
地
以
外
の
市
町
村
で
投
票

す
る
場
合

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
選
挙
当
日
遠
軽
町

内
に
い
な
い
場
合
は
、
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遠
軽
町
選
挙
管
理
委
員
会
に「
不
在
者

投
票
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」で
投
票
用
紙

等
の
交
付
を
請
求
し
、
選
挙
期
日
前
日
ま

で
に
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、「
不
在
者
投
票
宣
誓
書（
兼
請
求

書
）」の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

２　
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
投
票
す
る
場
合

　

投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求
は
、
病
院
の

院
長
な
ど
不
在
者
投
票
管
理
者
が
選
挙
人

に
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
病
院
や
施
設
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

３　
告
示
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
前
の
間

に
選
挙
権
を
取
得
す
る
場
合

　

期
日
前
投
票
期
間
に
、
い
ま
だ
選
挙
権

を
有
し
な
い
方（
18
歳
未
満
の
方
）に
つ
い

て
は
、
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
が
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
平
成
11
年
10
月
14
日
生
ま
れ
の
方

は
、
平
成
29
年
10
月
13
日
に
満
18
歳
を
迎

え
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
る
の

は
10
月
13
日
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
不
在

者
投
票
と
な
り
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

つ
い
て

１　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
歩
行

困
難
で
自
宅
な
ど
で
療
養
し
て
い
る
方
の

た
め
に
、
現
在
居
住
し
て
い
る
自
宅
な
ど

で
投
票
用
紙
に
記
載
し
郵
便
で
送
付
す
る

方
法
で
行
う
不
在
者
投
票
、
い
わ
ゆ
る

「
郵
便
投
票
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
下
の

の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

２　
郵
便
投
票
制
度
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

郵
便
投
票
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、

遠
軽
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、
郵
便

等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
に
は
、
郵
便
等
投
票
申
請
書
と
身

体
障
害
者
手
帳
、
も
し
く
は
戦
傷
病
者
手

帳
、
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
認
め
ら

れ
れ
ば
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
請
求
書
と
一
緒
に

提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
投
票
用
紙
等
を

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
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■投票日の投票所一覧

投票所 投票所の場所 投票時間

第１投票所 げんき21 １条通北１丁目１番地１

午前７時

～

午後８時

第２投票所 西町住民センター 西町２丁目１番地39

第３投票所 東体育館（遠軽中学校裏手） 大通北６丁目４番地

第４投票所 南小学校（体育館） 南町３丁目４番地43

第５投票所 学田住民センター 岩見通北９丁目１番地24

第６投票所 豊里体育館 豊里240番地２

第７投票所 遠軽コミュニティセンター 東町２丁目２番地59

第８投票所 瀬戸瀬地域公民館 瀬戸瀬東町７番地

午前７時
～

午後６時

第９投票所 社名淵地域公民館 社名淵69番地１

第10投票所 生田原福祉センター 生田原617番地

第11投票所 かぜる西 生田原668番地１

第12投票所 かぜる安国 生田原安国84番地１

第13投票所 丸瀬布中央公民館 丸瀬布水谷町12番地３

第14投票所 上武利集会所 丸瀬布上武利206番地３

第15投票所 白滝国際交流センター 白滝138番地１

第16投票所 こまくさ 白滝上支湧別511番地１

◆◆選挙に関するお問い合わせ◆◆

遠軽町選挙管理委員会42‐7500（選挙期間中は遠軽町福祉センター内の臨時事務室）
生田原支所45‐2011　丸瀬布支所47‐2211　白滝支所48‐2211

開
票
に
つ
い
て

■
日
時

10
月
15
日（
日
）　

午
後
８
時
30
分

■
場
所

遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

　

遠
軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
開
票
速
報

を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
掲
載
場
所　
遠
軽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
お
知
ら
せ
掲
示
板
」↓
遠

軽
町
長
・
遠
軽
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

大切な一票、
忘れずに投票
しましょう！

１０.１５ 遠軽町長・遠軽町議会議員選挙日
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遠軽厚生病院産婦人科　鈴木尚
たか

子
こ

医師インタビュー ひ
と
遠
軽
厚
生
病
院
産
婦
人
科

鈴
木
尚た

か

子こ 

医
師

　

遠
軽
厚
生
病
院
に
、
２
人
目
の
産
婦
人
科

常
勤
医
師
と
な
る
鈴
木
尚
子
医
師
が
着
任
し

た
。
こ
の
た
び
、
９
月
１
日
か
ら
診
療
を
開

始
し
た
鈴
木
医
師
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

医
師
不
足
に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
に
出

産
が
で
き
な
く
な
っ
た
遠
軽
厚
生
病
院
。
こ

れ
を
受
け
て
、
遠
軽
町
、
湧
別
町
及
び
佐
呂

間
町
の
３
町
で
は
遠
軽
地
区
総
合
開
発
期
成

会
の
専
門
会
議
と
し
て「
遠
軽
地
区
地
域
医

療
対
策
連
携
会
議
」を
組
織
し
、
産
婦
人
科

医
師
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
地
域
の
窮
状
を
知
っ
た
石
川
雅ま

さ

嗣し

医
師
が
昨
年
８
月
か
ら
常
勤
し
、
出
張
医
の

み
で
行
っ
て
い
た
外
来
診
療
を
拡
大
。
出
産

が
再
開
さ
れ
た
11
月
に
は
遠
軽
町
に
産
声
が

帰
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
も
同
連
携
会
議
で
は
、
地
域
医
療

の
現
状
を
訴
え
る
週
刊
誌
へ
の
広
告
記
事
掲

載
や
、
京
浜
東
北
線
へ
の
中
づ
り
広
告
、
全

国
の
産
婦
人
科
を
標
榜
す
る
大
き
な
病
院
と

医
師
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
る
な
ど
医

師
確
保
に
取
り
組
み
、
こ
の
た
び
鈴
木
医
師

の
常
勤
が
決
ま
っ
た
。

　

兵
庫
県
出
身
の
鈴
木
医
師
は
、
日
本
産
婦

人
科
学
会
の
指
導
医
や
専
門
医
、
日
本
周
産

期
・
新
生
児
医
学
会
周
産
期（
母
体
・
胎
児
）

専
門
医
な
ど
の
認
定
資
格
を
持
ち
、
主
に
都

市
部
の
病
院
に
勤
務
し
激
務
を
こ
な
し
て
き

た
。
そ
ん
な
鈴
木
医
師
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
見
た
の
は
昨
年
の
こ
と
。「
医
師
は

医
局
の
人
事
や
学
会
の
求
人
な
ど
を
見
て
動

く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
地
方
自
治
体
か

ら
の
求
人
と
い
う
の
は
珍
し
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
て
と
り
あ
え
ず
全
国
に

送
っ
た
と
い
う
発
想
も
面
白
い
。
チ
ラ
シ
の

手
作
り
感
に
も
引
か
れ
、
取
組
み
に
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
鈴
木
医
師
は
見
学
の
た
め
昨
年

11
月
に
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。
北
海
道
へ

は
２
、３
回
し
か
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と

い
う
鈴
木
医
師
は「
こ
の
よ
う
な
規
模
の
町

に
住
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
慣
れ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」と
感
じ
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
半
年
ほ
ど
迷
っ
て
い
た
と
い

う
鈴
木
医
師
は「
迷
う
く
ら
い
な
ら
、
違
っ

た
環
境
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
、
遠
軽
町
で

の
勤
務
を
決
め
た
。

　

遠
軽
厚
生
病
院
で
は
、
産
婦
人
科
が
石
川

医
師
と
鈴
木
医
師
の
常
勤
医
２
人
と
出
張
医

と
い
う
体
制
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
児
科

常
勤
医
が
減
員
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現

状
以
上
の
出
産
を
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い

と
し
て
い
る
。
鈴
木
医
師
は「
出
産
は
件
数

が
増
え
る
と
そ
れ
だ
け
ト
ラ
ブ
ル
や
合
併
症

が
増
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
の
か
、
地
方
の
病
院
に
は
そ
の

よ
う
な
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
出
産
は
産
婦

人
科
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
体
制
が

整
え
ば
出
産
の
件
数
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
る
。

　

最
後
に
鈴
木
医
師
は「
で
き
る
だ
け
地
元

で
出
産
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
は
限
ら
れ
た
体
制
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
病
院
で
の
出
産
を
お

断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
出
産
を
控
え
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一

番
良
い
方
法
が
選
択
で
き
る
よ
う
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
婦
人
科
に
つ
い

て
の
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
少
し
で

も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
石
川
先
生
と

協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
か
ら
１
人
で
出
産
を
支

え
て
き
た
石
川
医
師
は「
こ
ち
ら
に
来
て
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
１
人
と
い
う
重
圧
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
１
０
０
件

ほ
ど
の
出
産
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
出
産
の
受
け
入
れ
は
制
限

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鈴
木
医
師

が
常
勤
す
る
こ
と
に
な
り
、
少
し
ず
つ
そ
の

制
限
を
解
除
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
出
産
予
定
の
皆
さ
ん
も
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
る
の
で
、
鈴
木
医
師
と
一
緒
に
、
こ

れ
か
ら
も
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

　

２
人
の
産
婦
人
科
常
勤
医
師
を
迎
え
、

佐
々
木
修
一
遠
軽
町
長
は「
出
産
で
き
る
環

境
を
守
ろ
う
と
、
こ
の
地
に
来
て
く
れ
た
お

２
人
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
さ
ら

に
診
療
体
制
が
充
実
し
、
出
産
件
数
の
増
加

や
ハ
イ
リ
ス
ク
な
出
産
の
再
開
な
ど
、
こ
の

地
域
で
よ
り
多
く
の
産
声
が
聞
け
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
遠
軽
厚
生
病
院
に
は
３
人
の
産

婦
人
科
医
師
が
常
勤
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

３
人
体
制
の
確
保
に
向
け
て
、
同
連
携
会
議

で
は
今
後
も
医
師
の
募
集
を
続
け
る
と
と
も

に
、
産
婦
人
科
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
医
療
制
度
の
抜
本
的
な
改
革

を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

遠
軽
厚
生
病
院
産
婦
人
科
の
診
療
に
つ
い

て
は
同
病
院（
☎
42
‐
４
１
０
１
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲産婦人科を支える石川医師と鈴木医師
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コミュニティサロンコスモス
　このサロンは、同じような悩みを持つがんの患者
さんやご家族が集まって、それぞれの体験や思いを
語ることができる場所、病気や療養について情報交
換ができる場所です。
　今回は、理学療法士と㈱資生堂の方を講師に招い
て、がんの治療に役立つミニ講座も開催します。
　おいしいお茶やお菓子も用意しています。無料で
参加できますので、お気軽にお越しください。
■日時　10月19日（木）午後１時～３時
■内容　
・ミニ講座１「がんとリハビリ」
　自宅でできるリハビリについて
・ミニ講座２「カバーメイクセミナー」
　がん治療に対するメイクについて
■会場　遠軽厚生病院地下会議室
問遠軽厚生病院がん相談支援センター　担当　池田
☎42 ‐ 4101

床ずれ予防介護教室
　床ずれ予防と高齢者の食事についての介護教室を
開催します。皮膚・排

はい

泄
せつ

ケア認定看護師と管理栄養
士による介護教室を開催します。お友達などをお誘
い合わせの上、ぜひご参加ください。
■日時　10月26日（木）午前９時30分～11時30分
■場所　遠軽厚生病院地下講堂
■対象　在宅で介護している方、介護を学びたい方、
介護に関心のある方などどなたでも
■内容　寝返りの方法、皮膚のお手入れ方法、おむ
つ交換の方法、高齢者の食事について
■持参するもの　汗を拭くタオル、水やお茶などの
飲み物
■服装　動きやすい服装
■申込み　10月18日（水）まで
申込問遠軽厚生病院
皮膚・排泄ケア認定看護師　中川
☎42 ‐ 4101

遠軽厚生病院からのお知らせ

■
平
成
29
年
第
６
回
遠
軽
町
議
会（
定
例

会
）に
提
出
す
る
案
件
か
ら

・
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

遠
軽
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
有
料

老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

遠
軽
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で

の
生
活
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
と
は
な
ら
な

い
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
10
部
屋
の
居

室
と
食
堂
、
浴
室
な
ど
を
備
え
、
食
事
の

提
供
や
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
、
町
内
西

町
に
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
は
、
北
海
道
の
地

域
づ
く
り
総
合
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
町
の
補
助
と
合
わ
せ
て
補

正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
観
光
列
車
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

　

道
内
を
巡
る
観
光
列
車
の
可
能
性
を
探

る
た
め
、
北
海
道
が
企
画
す
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
に
つ
き
ま
し
て
、
今
年
の
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
３
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
の
定
員

は
１
０
０
人
で
、
国
内
外
の
観
光
客
約

３
０
０
人
を
募
り
、
観
光
列
車
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
札
幌
を
起

点
と
す
る
Ｊ
Ｒ
根
室
本
線
・
釧
網
本
線
・

石
北
本
線
を
利
用
し
た「
道
東
ゆ
っ
た
り

２
泊
３
日
」の
ツ
ア
ー
が
11
月
３
日
か
ら

５
日
に
催
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
業
務
を
受
託
し
て
い
る
株

式
会
社
日
本
旅
行
か
ら
は
、
11
月
５
日
に

「
い
こ
い
の
森
観
光
」と
し
て「
森
林
鉄
道

蒸
気
機
関
車
・
雨
宮
21
号
特
別
運
行
」の

提
案
が
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

石
北
本
線
の
維
持
・
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
、
こ
う
い
っ
た
ツ
ア
ー
が
実
現
さ
れ
、

少
し
で
も
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

※
次
回
の
定
例
記
者
会
見
は
12
月
上
旬
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

町長定例記者会見
　

９
月
１
日
、
佐
々
木
修
一

町
長
に
よ
る
定
例
記
者
会
見

を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
の
う
ち
、
一
部

を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

問

申込・問
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ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の

　
　
　
　記
憶
を
訪
ね
て
①

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
【gold rush

】

新
し
く
発
見
さ
れ
た
金
産
地
に
多

数
の
人
々
が
殺
到
す
る
こ
と
。

（
株
式
会
社
岩
波
書
店
発
行「
広
辞
苑
第
六
版
」抜
粋
）

　

生
田
原
市
街
か
ら
ほ
ど
近
い
森
の
中
に

そ
び
え
立
つ
、
高
さ
20
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
煙
突
。
そ
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

や
基
礎
。
か
つ
て
、
生
田
原
地
域
で
一
つ

の
町
の
機
能
を
形
成
し
た
北
ノ
王
鉱
山
の

記
憶
を
今
な
お
語
り
継
ぐ
よ
う
に
、
こ
れ

ら
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
北
海
道
に
お
け
る
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
と
北
ノ
王
鉱
山
、
そ
し
て
同
鉱

山
の
歴
史
を
調
べ
て
い
る
町
内
生
田
原
在

住
の
多
賀
憲
雄
さ
ん
に
伺
っ
た
お
話
を
、

写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
生
田
原

　北
ノ
王
鉱
山
〜
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ゴールドラッシュの記憶を訪ねて①
～生田原　北ノ王鉱山～

　

皆
さ
ん
は「
金
」と
言
え
ば
何
を
連
想
す

る
で
し
ょ
う
か
。
お
金
、
金
メ
ダ
ル
、
貴

金
属
…
。
金
は
、
古
来
よ
り
貨
幣
や
装
飾

に
使
用
さ
れ
、
現
代
で
は
そ
の
安
定
し
た

性
質
か
ら
電
子
部
品
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
そ
の
物
事
が

優
れ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
と
い
っ
た
意

味
と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
金
に
沸
い
た
時
代
が
私
た
ち
の
住

む
遠
軽
町
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
象
徴

と
も
い
え
る
鉱
山
が
生
田
原
地
域
に
あ
っ

た「
北
ノ
王
鉱
山
」。
大
正
７
年
に
操
業
を

開
始
し
、
昭
和
10
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、

昭
和
18
年
の
閉
山
に
至
る
ま
で
、
当
時
の

生
田
原
村
で
は
人
口
が
１
万
人
を
超
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
生
田
原
市

街
に
あ
る
温
泉
ホ
テ
ル「
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
」。

直
訳
す
る
と
ノ
ー
ス
は「
北
」、
キ
ン
グ
は

「
王
」で
、
こ
の
北
ノ
王
鉱
山
が
名
称
の
由

来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
の
鉱
脈
が
で
き
る
に
は
、
火
山
の
噴

火
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
噴
火
す

る
と
き
に
マ
グ
マ
が
通
っ
て
で
き
た
割
れ

目
に
た
ま
っ
た
水
は
、
ア
ル
カ
リ
性
に
な

り
や
す
い
た
め
、
遠
軽
町
内
に
あ
る
温
泉

の
弱
ア
ル
カ
リ
性
と
い
う
泉
質
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
北
ノ
王
鉱
山
と
ノ
ー
ス
キ
ン

グ
。
実
は
、
つ
な
が
り
が
あ
る
の
は
名
前

だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

金
と
温
泉
、
ど
ち
ら
も
地
球
の
活
動
が

も
た
ら
し
た
恵
み
で
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク

で
は
、
地
球
と
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を

教
え
て
く
れ
る
遺
産
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
生
田
原
地
域
で
の
金
塊
発
見
前
、

北
海
道
の
砂
金
採
取
は
道
南
の
松
前
地
方

に
始
ま
り
、
渡
島
半
島
を
北
上
し
て
日
高

十
勝
地
方
へ
、
さ
ら
に
空
知
川
、
新
十
津

川
、
雨
竜
を
経
て
道
北
へ
と
進
ん
で
い
き

ま
す
。
明
治
19
年
に
は
実
業
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
雨
宮
敬
次
郎
が
道
南
で
の
金

採
取
の
許
可
を
受
け
て
砂
金
採
取
団
を
結

成
。
明
治
20
年
代
に
砂
金
を
採
取
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
雨
宮
敬
次
郎
は

明
治
の
私
鉄
王
と
呼
ば
れ
、
丸
瀬
布
地
域

で
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
森
林
鉄
道
蒸
気

機
関
車
・
雨
宮
21
号
を
製
作
し
た
雨
宮
製

作
所
の
創
業
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
砂
金
採
取
団
が
解
散
の
後
、
メ

ン
バ
ー
の
一
部
も
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
る

北
見
枝
幸
地
方
の
優
秀
な
砂
金
田
が
発
見

さ
れ
た
の
が
明
治
31
年
。
こ
こ
か
ら
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
生

田
原
地
域
の
メ
ー
ン
と
な
る
ジ
オ
サ
イ
ト

の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
北
ノ
王
鉱
山
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
生
田
原
地
域
に
お
け
る
金

鉱
山
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
に
お
け
る「
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
」

　

生
田
原
町
史
に
よ
る
と「
大
正
５
年
に

八
重
の
斉
藤
農
場
で
開
墾
作
業
中
の
農
夫

が
く
わ
先
に
輝
く
金
塊
を
発
見
し
た
。
大

き
さ
が『
丈
八
分
九
厘
×
巾
四
分
六
厘
』

（
２
・７
セ
ン

チ

×
１
・
４
セ
ン

チ

）と
い
う
見
事
な
も

の
で
話
題
を
呼
ん
だ
」と
記
述
が
あ
り
、

生
田
原
地
域
に
お
け
る
金
採
掘
の
歴
史
は

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
32
年
の
こ
の
地
方
の
砂
金
産
出
量

は
１
７
９
貫（
約
６
７
０
キ　

ロ

グ
ラ
ム

）で
あ
っ
た

と
も
い
わ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
ク
ロ
ン
ダ
イ
ク

地
方
に
起
こ
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に

な
ぞ
ら
え
て「
東
洋
の
ク
ロ
ン
ダ
イ
ク
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
５
万
人
と
も
い
わ

れ
る
砂
金
採
取
者
が
押
し
寄
せ
、
生
活
必

需
品
は
も
ち
ろ
ん
、
ぜ
い
た
く
品
の
売
れ

行
き
も
好
調
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
国
に
よ
る
政
策

上
の
金
需
要
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
庶
民

が
一
獲
千
金
を
夢
見
て
い
た
こ
と
に
加
え

て
、
深
刻
な
ニ
シ
ン
漁
の
不
振
も
影
響
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
を
ピ
ー
ク
に
枝
幸
地

方
の
砂
金
産
出
量
は
激
減
し
、
明
治
35
年

ご
ろ
に
は
流
行
が
沈
静
化
し
た
と
い
わ
れ
、

そ
れ
と
と
も
に
砂
金
採
取
者
た
ち
は
各
地

へ
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　大正６年の夏、砂金を求めて丸瀬布川上流
に来た60歳前後の老鉱山師があった。すると
ここでは、面白いほどの砂金を採取すること
ができた。老鉱山師は喜び、砂金を４合瓶３
本に詰めたほか、胴巻きにもいっぱい入れ、
山を下がることになった。ところが、胴巻き
の砂金で冷えたためか、途中急に腹が痛み出
したのである。４合瓶１本の砂金といえば14
キ　ロ
グラムであるから、３本では42キ　ログラムになり、腹痛
の身では持ち運びが困難である。やむなく付
近にあったナラの大木の根元に埋め、いった
ん丸瀬布へ下がって斎藤旅館に投宿した。

　３日ほど静養したが痛みは止まらないの
で、砂金で宿銭を払い、札幌の病院に入院し
た。入院の費用は、胴巻きの砂金をお金に替
えたので困らなかったが、病は快方に向かわ
なかった。ところで、入院中特に老人を親切
に看病してくれた看護師がいた。老人は、こ
の看護師に埋蔵砂金の話を告げ、図面を渡し
て、帰らぬ旅路についたのである。

　看護師はその話を忘れてしまっていたが、
結婚期を迎えるころになり、砂金のことをあ
らためて思い出した。病院を退職し、単身丸
瀬布を訪れた彼女は、老人ゆかりの斎藤旅館
に投宿した。大正12年だったといわれる。老
人の大事な落とし物の探索という名目で数人
を雇い入れ、退職金を資金として図面を唯一
の手がかりに１週間ほど探したが、ついに目
印のナラの大木を探し当てることができず、
元気なく去って行った。去るに当たり、宿の
女主人斎藤かねに、初めて真相を明らかにし
たものである。

　鉱山師の話に嘘がなければ、丸瀬布川上流
にはいまだにこの砂金が埋もれているはずで
ある。

～新丸瀬布町史より抜粋～

埋蔵砂金伝説丸瀬布に残る

ちょっと小話
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さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
大
正
７
年
11
月
に

「
北
の
王
金
山
株
式
会
社
」が
設
立
さ
れ
た

の
が
こ
の
地
域
の
鉱
業
発
展
の
発
端
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
ノ
王
鉱
山
は
水
銀
鉱
も
発

見
さ
れ
て
金
銀
水
銀
鉱
と
し
て
操
業
を
開

始
し
ま
す
が
、
成
績
が
不
振
で
４
年
間
事

業
を
休
止
し
ま
す
。
大
正
12
年
に
事
業
を

再
開
し
た
後
は
、
経
営
者
を
変
え
な
が
ら

採
掘
が
行
わ
れ
、
大
正
14
年
に
は
市
街
に

面
し
た
斜
面
で
、
鉱
石
が
土
砂
状
で
あ
る

「
土
砂
鉱
」を
掘
る
と
自
然
に
崩
れ
て
押
し

出
さ
れ
て
き
て
、
そ
れ
を
運
搬
す
る
だ
け
、

と
い
う
露
天
掘
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
１
８
１
ト　

　

ン

の
産
金
量
と
な
り
、
鉱

業
界
で
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
は
砂
金
を
採
取
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ

る「
桶
流
し
」に
よ
り
精
錬
が
行
わ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
北
ノ
王
鉱
山
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
土
砂
鉱
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
６
年
か
ら
は
他
の

方
式
に
よ
る
自
家
精
錬
所
な
ど
に
設
備
投

資
が
行
わ
れ
、
国
の
政
策
も
あ
っ
て
産
金

量
は
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
鉱
山
の
操
業
が
商
店
を
潤
わ

せ
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
特
に
飲
食
店
の
繁
盛

が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
７
年
に
は
生
田
原

で
最
初
の
カ
フ
ェ
が
開
店
し
、
そ
の
店
主

で
あ
る
飯
村
ア
サ
ヲ
さ
ん
の
回
想
に
よ
る

と「
鉱
山
の
働
き
人
が
気
分
転
換
に
や
っ

て
き
て
毎
日
満
員
、
そ
れ
に
商
用
の
人
も

あ
っ
て
、
使
い
っ
ぷ
り
も
良
か
っ
た
。
酒
、

ビ
ー
ル
が
最
高
で
１
円
50
銭
、
干
タ
ラ
の

金
を
求
め
て
紋
別
地
方
へ

　

そ
の
後
、
砂
金
採
取
者
の
１
人
が
、
紋

別
地
方
の
八
十
士
金
山
を
発
見
し
た
の
が

明
治
38
年
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
日
本
一

の
大
金
山
と
い
わ
れ
た「
鴻
之
舞
金
山
」の

鉱
脈
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
後
に
一
大
鉱

山
街
が
築
か
れ
る
こ
と
と
な
る
鴻
之
舞
金

山
の
大
露
頭
が
発
見
さ
れ
た
の
は
大
正
５

年
頃
。
北
見
枝
幸
地
方
に
端
を
発
し
た

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
北
海
道
各

地
で
盛
ん
に
探
鉱
が
行
わ
れ
る
中
、
く
し

く
も
時
を
同
じ
く
し
て
こ
の
生
田
原
地
域

で
も
金
塊
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
一
端
に
名

を
連
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
遠
軽
町
内
を
み
る
と
、
同
じ
く

生
田
原
地
域
に
は
北
ノ
王
、
生
田
原
、
昭

和
、
北ほ

く

辰し
ん

、
矢や

矧は
ぎ

、
隆

り
ゅ
う

尾お

、
遠
軽
地
域
に

は
白
竜
、
瀬
戸
瀬
、
丸
瀬
布
地
域
に
は
伊

奈
牛
な
ど
金
を
は
じ
め
銀
、
銅
、
水
銀
な

ど
を
産
出
す
る
鉱
山
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
生
田
原
地
域
の
砂
金
沢
や
黄
金

沢
、
金き

ん

山ざ
ん

通
り
、
丸
瀬
布
地
域
の
金か

な

山や
ま

な

ど「
金
」を
使
っ
た
地
名
や
、
丸
瀬
布
砂
金

沢
の
埋
蔵
金
伝
説
な
ど
か
ら
、
遠
軽
町
で

も
金
を
産
出
し
た
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
鉱
業
が
盛
ん
で
し
た
。

北
ノ
王
鉱
山
の
起
こ
り

　

さ
て
、
大
正
５
年
に
生
田
原
地
域
の
農

場
で
金
塊
が
発
見
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
機

に
大
正
６
〜
７
年
に
次
々
と
露
鉱
が
発
見
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つ
ま
み
、
グ
ラ
タ
ン
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
、

ト
ン
カ
ツ
、
ビ
フ
テ
キ
が
喜
ば
れ
、
箱
型

の
蓄
音
機
で
レ
コ
ー
ド
を
鳴
ら
し
た
」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉱
山
の
繁
栄
を
裏
付
け
る
よ
う
な
事
件

も
起
き
て
い
て
、
昭
和
10
年
５
月
18
日
付

の
旭
川
新
聞
に
よ
る
と「
北
辰
金
山
主
と

北
ノ
王
金
山
の
鉱
員
が
共
謀
し
て
、
北
ノ

王
金
山
の
鉱
石
を
盗
み
出
し
、
自
己
所
有

の
山
に
ま
ぎ
ら
わ
せ
て
売
ろ
う
と
し
た
こ

と
が
発
覚
し
、
両
名
と
も
逮
捕
さ
れ
た
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
有
望
で
な
い
山
を

高
値
で
売
る
た
め
、
金
が
あ
る
か
の
よ
う

に
偽
装
を
行
っ
た
と
い
う
こ
の
事
件
も
、

土
砂
鉱
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
の
北
ノ
王
鉱

山
な
ら
で
は
の
事
件
で
あ
り
ま
し
た
。

北
ノ
王
鉱
山
の
隆
盛

　

昭
和
11
年
に
は
北
海
道
の
主
要
鉱
山
で

第
４
位
の
産
金
量
と
い
う
成
績
を
上
げ
る

中
、
昭
和
12
年
、
鉱
山
は
川
崎
財
閥
を
背

景
と
す
る
帝
国
産
金
興
業
株
式
会
社
に
よ

り
買
収
さ
れ
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
、
巨
大

な
精
錬
所
を
は
じ
め
、
製
金
所
、
分
析
所
、

北
ノ
王
会
館
、
北
ノ
王
ク
ラ
ブ
、
従
業
員

倶ク

楽ラ

部ブ

、
鉱
山
学
校
を
併
設
し
た
事
務
所
、

従
業
員
住
宅
、
職
員
住
宅
、
診
療
所
、
巡

査
駐
在
所
な
ど
の
大
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
多
く
は

大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
活
躍
し

た
建
築
家
の
田
上
義
也
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
は
、
精
錬
所

か
ら
上
生
田
原
駅（
現
在
の
生
田
原
駅
）

ま
で
の
索
道（
荷
物
な
ど
を
運
ぶ
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
）設
置
や
水
道
工
事
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
建
設
は
昭
和
13

年
に
ほ
ぼ
全
て
が
完
成
。
１
年
ほ
ど
の
間

に
そ
の
様
相
は
激
変
し
、
視
察
に
来
た
商

社
員
が
そ
の
様
子
を「
昨
年
10
月
に
は
設

備
ら
し
い
設
備
は
な
か
っ
た
。
今
度
来
て

み
る
と
、
整
然
と
し
て
文
化
村
を
形
成
し

て
い
る
」と
表
現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
北
ノ
王
鉱
山
株
式
会
社
所
有

だ
っ
た
鉱
業
権
も
、
合
併
に
よ
り
帝
国
産

金
興
業
の
所
有
に
な
る
と
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
採
鉱
に
は
ス
チ
ー
ム
・
シ
ャ
ベ

ル（
蒸
気
シ
ョ
ベ
ル
）が
導
入
さ
れ
て
露
天

掘
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
い
、
こ
れ
は

坑
道
を
作
っ
て
採
鉱
す
る
の
が
一
般
的
な

日
本
の
産
金
史
上
、
後
に
も
先
に
も
こ
こ

だ
け
と
い
う
大
変
珍
し
い
も
の
で
し
た
。

▲田上義也氏による北ノ王鉱山のグランドデザイン（昭和12年）

▲スチームシャベルによる露天掘り

▲北ノ王会館

▲北ノ王鉱山精錬所
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あ
っ
け
な
い
幕
切
れ

　

こ
う
し
て
本
格
的
な
操
業
期
を
迎
え
た

北
ノ
王
鉱
山
は
、
設
備
の
増
設
を
進
め
な

が
ら
産
金
量
を
２
年
で
２
・
４
倍
に
増
や

し
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
14
年
、
当
時
の
社

長
は
株
主
に
対
し
て「
１
日
５
千
ト　

　

ン

処
理

の
一
大
計
画
」と
し
て
、
鴻
之
舞
金
山
を

も
し
の
ぐ
計
画
も
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
年
か
ら
す
で
に
金
の
算

出
は
減
産
に
転
じ
て
お
り
、
そ
の
後
は
激

減
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

昭
和
18
年
に
は
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化

の
影
響
を
受
け
た
国
の
政
策
転
換
に
よ
り
、

全
国
の
金
鉱
山
の
ほ
と
ん
ど
が
閉
山
す
る

こ
と
に
な
り
、
北
ノ
王
鉱
山
も
施
設
が
こ

▲北ノ王鉱山第三区露天掘りの従業員

▲北ノ王鉱山従業員による花笠踊り

▲北ノ王クラブ ▲北ノ王鉱山診療所

▲北ノ王金山野球部▲北ノ王鉱山索道

※
北
ノ
王
鉱
山
に
関
す
る
写
真
は
、
多
賀
憲
雄

さ
ん
の
提
供
で
す
。

　

私
は
、
生
田
原
清
里
で
戦
後
開
拓
者

の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
離
農
後
は
生

田
原
市
街
で
育
ち
ま
し
た
。

　

北
ノ
王
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
祖
母
の

兄
弟
が
働
い
て
い
た
鉱
山
で
あ
っ
た
、

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

32
歳
く
ら
い
の
と
き
に
、
生
田
原
小

学
校
開
校
70
周
年
記
念
誌
を
つ
く
る
話

が
あ
り
、
お
手
伝
い
と
し
て
写
真
を
収

集
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
誌
の
中
で
地

域
の
歴
史
に
も
写
真
で
触
れ
よ
う
と
、

古
い
写
真
の
提
供
を
受
け
、
そ
の
中
に

当
時
の
鉱
山
に
関
す
る
写
真
が
あ
り
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
の
父
が
定
年
退
職
後
に
、

生
田
原
図
書
館
長
と
共
に
生
田
原
地
域

の
産
業
や
入
植
、
敗
戦
に
よ
り
引
き
揚

げ
て
き
た
方
々
の
話
な
ど
を「
聞
き
語

り
」と
し
て
残
す
取
組
み
を
し
て
い
て
、

そ
の
中
で
金
山
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
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と
ご
と
く
解
体
さ
れ
、
従
業
員
や
労
務
者

も
配
置
転
換
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
６
〜
７

割
が
北
見
市
留
辺
蘂
町
に
あ
る
イ
ト
ム
カ

鉱
山
に
移
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、

昼
夜
を
問
わ
ず
明
か
り
が
灯
り
、
生
田
原

を
列
車
で
通
過
す
る
人
々
に「
き
れ
い
な

山
の
常
夜
灯
」と
い
わ
れ
た
鉱
山
の
灯
り

は
消
え
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
鉱
山
街
の
建
物
の
う
ち
一
部

は
当
時
の
生
田
原
村
に
払
い
下
げ
ら
れ
、

診
療
所
は
日
赤
病
院
生
田
原
分
院
に
、
学

校
を
併
設
し
た
事
務
所
は
青
年
学
校
校
舎

と
火
災
に
よ
る
生
田
原
小
学
校
仮
校
舎
を

経
て
新
制
生
田
原
中
学
校
校
舎
に
、
巡
査

駐
在
所
と
社
宅
２
戸
は
公
務
員
住
宅
に
転

用
さ
れ
、
北
ノ
王
会
館
は
さ
ら
に
転
売
さ

れ
て
解
体
の
上
、
遠
軽
に
移
築
し
て
遠
軽

劇
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
昭
和
25
年
に
は
、
生
田
原
地

域
の
生
田
原
、
昭
和
、
隆
尾
の
小
金
山
が

操
業
を
再
開
し
ま
す
が
、
わ
ず
か
な
金
産

出
量
の
記
録
を
残
し
、
昭
和
28
年
に
は
全

て
が
閉
山
。
北
ノ
王
鉱
山
は
再
開
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
一
度
は
と
も
さ
れ
た
か
に
見

え
た
鉱
業
再
興
の
灯
は
あ
え
な
く
消
滅
し

た
の
で
し
た
。

　「ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
記
憶
を

訪
ね
て
」は
連
載
で
お
送
り
し
ま
す
。

　次
回
は
北
ノ
王
鉱
山
の
今
と
、
遺

構
の
調
査
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

「ここに金山があったという記憶を」

町内生田原在住　多賀憲雄さん

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
田
原
に
は
10
か
所
の
鉱

山
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
、
特
に
北

ノ
王
鉱
山
は
帝
国
産
金
興
業
株
式
会
社

が
昭
和
12
年
４
月
に
購
入
し
、
物
資
の

な
い
時
代
、
短
期
間
に
大
鉱
山
街
を
形

成
さ
せ
、
夜
で
も
明
る
い
に
ぎ
や
か
さ

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
そ
の
鉱
山
跡
に

基
礎
部
分
な
ど
の
遺
構
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
全
盛
期
の
写
真
で
見
る
立
派

な
姿
と
比
べ
て
寂
し
さ
が
あ
る
と
同
時

に
、
な
ぜ
産
金
量
が
急
激
に
落
ち
込
ん

だ
の
か
、
建
物
の
廃
材
は
ど
う
処
理
し

た
の
か
、
な
ど
疑
問
の
多
い
鉱
山
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
に
ま
つ
わ
る
話
で
は
、
丸

瀬
布
に
は
砂
金
に
関
す
る
伝
説
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
生
田
原
の
鉱
山
で
働
い

て
い
た
方
が
生
田
原
を
離
れ
る
と
き
に

井
戸
に
金
の
鉱
石
を
入
れ
、
そ
の
こ
と

を
聞
い
た
と
い
う
息
子
さ
ん
が
生
田
原

を
訪
ね
て
き
た
、
と
い
う
話
も
あ
り
ま

す
。

　

今
、
北
ノ
王
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
白

滝
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
学
術
調
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
生
田
原
地
域
に
は
民
間

企
業
に
よ
る
鉱
脈
の
調
査
も
入
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
調
査
が
行
わ
れ
る

の
は
う
れ
し
い
事
で
す
。
専
門
的
な
知

識
を
持
た
な
い
私
は
、
踏
み
込
め
な
い

部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

調
査
の
お
か
げ
で
新
た
な
発
見
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

鉱
山
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
北
ノ
王
の

名
前
を
引
き
継
ぐ
生
田
原
温
泉
ホ
テ
ル

「
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
」に
、
北
ノ
王
鉱
山
に

関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り「
ノ
ー
ス

キ
ン
グ
は
、
北
ノ
王
と
誇
っ
た
金
山
か

ら
冠
を
い
た
だ
い
た
温
泉
で
あ
る
」と

い
う
こ
と
を
発
信
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
生
田
原
だ
け
で
は
な
く
、

遠
軽
、
丸
瀬
布
の
各
地
に
も
鉱
山
が
あ

り
ま
し
た
。
遠
軽
町
は
正
に
鉱
山
地
帯

に
あ
り
、
私
た
ち
は
金
・
銀
・
銅
を
枕

に
住
ん
で
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
鉱
脈
通
う 

山
の
背
に
」と
い
う
歌

詞
で
始
ま
る
生
田
原
中
学
校
の
校
歌
の

よ
う
に
、
こ
こ
に
金
山
が
あ
っ
た
と
い

う
記
憶
が
残
り
、
か
つ
て
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
た「
金
」が
今
も
こ
こ

に
眠
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
よ
う

な
夢
の
あ
る
話
が
語
ら
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。

　

最
近
は
、
自
分
の
仕
事
に
追
わ
れ
る

事
が
多
い
毎
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、
時

間
が
あ
る
と
ま
た
資
料
を
集
め
、
地
域

の
歴
史
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
ノ
王
鉱
山
を
は
じ
め
、
地
域
の
歴
史

を
調
べ
る
こ
と
で
、
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の「
北
ノ
王

鉱
山
」、
そ
し
て「
金
」が
夢
の
あ
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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順調な運転で地域に貢献を
株式会社工営エナジーが町に寄附

　８月21日、白滝発電所で小水力発電事業を行っている株式会社工営エ
ナジーが町に寄附をしました。
　白滝発電所は、平成23年の洪水被害を受けて運転を停止しましたが、
発電を再開してほしいという地元の強い意向を受け、町は発電所を廃止し
て民間企業へ譲渡。昨年７月からは同社が発電を再開し、発電した電力は
全量が売電され、収益の一部を同社から寄附いただけることになったもの
です。
　この日、佐々木修一町長に目録を手渡した同社の吉田克己代表取締役は
「昨年の台風により発電を停止した期間が長期にわたりましたが、しっか
り対策して再開できたので、今後も順調な運転をして地域に貢献していき
たいです」と話していました。

えんがるの特産品が大集合！
第11回えんがる物産まつり

　９月２日と３日の２日間、太陽の丘えんがる公園虹のひろば
管理棟前で、第11回えんがる物産まつりが開催されました。
　遠軽物産協会の主催により例年行われているこのまつりでは、
遠軽の特産品を販売する露店が立ち並んだほか、ゲーム大会や
遠軽がんぼう太鼓の演奏などの催しも行われ、来場者たちは各
店自慢の特産品をじっくり眺めて、買ったり食べたりしながら
遠軽の秋を満喫していました。

沿道からの応援を背に、華麗に疾走！
第35回生田原地域マラソン大会

　９月９日、第35回生田原地域マラソン大会が行われました。
　大会は、生田原福祉センターを発着するコースで行われ、幼
児から一般までの各部門に約60人が参加。沿道に詰め掛けた
人たちの「頑張れ！」などの応援を背に、しっかりと腕を振り、
ゴール目指して華麗に疾走していました。
　参加した生田原小学校１年生の児童は「友達と一緒に走れて
楽しかったです」と、笑顔で話していました。

チーム一丸となって力強く
第12回丸瀬布地区運動会

　８月27日、丸瀬布中学校グラウンドで、丸瀬布自治会連合
会主催による第12回丸瀬布地区運動会が開催されました。
　この日は、丸瀬布地域の自治会を３つのチームに分けて競う
運動会に約300人の住民が集まり、綱引きやチーム対抗リレー
などおなじみの競技に加えて、老若男女が楽しめるオープン競
技２種目を加えた全12種目で熱戦が繰り広げられました。
　中でも、男女混成40人で行われた綱引きでは、チーム一丸
となって気合を込めて力強く綱を引く選手たちに、大きな声援
が送られるなど、この日一番の盛り上がりを見せていました。
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コスモス開花宣言花火大会
第２２回

コスモスフェスタ2017

8/26

9/10

毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!15 平成29年10月号
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毎日の地域の情報は、遠軽町ホームページ(http://engaru.jp)の｢e-ISMニュース｣で!!

身近な災害に備えて
平成29年度遠軽町総合防災訓練

　９月３日、旧遠軽小学校で平成29年度遠軽町総合防災訓練が行
われました。
　この訓練は、遠軽町防災会議の主催により平成23年から隔年で
行われているもので、この日は、会議を組織する関係機関や町民約
1,300人が参加し、水道復旧訓練や土のう積み訓練、応急処置訓練
などが実施されました。
　中でも、倒壊家屋救出救助訓練では消防、警察、自衛隊が駆け付
け、倒壊した家屋に電動カッターで穴を開けて中にいる被災者を救
出。その後も「大丈夫ですか？」と声を掛けながら、聞き取りや搬送
などを迅速かつ丁寧な行動で遂行し、見事な連携を見せていました。

軽快なステップで華麗に踊る
北海道ボールルームダンス競技大会

　９月17日、遠軽コミュニティセンターで、第10回記念オホーツ
ク杯争奪北海道ボールルームダンス競技大会が開催されました。
　オホーツク管内で唯一、社交ダンスの競技会として行われて
いたこの大会は、今回、初めて北海道ボールルームダンス連盟
の公認競技大会として行われ、126組252人が参加しました。
　大会運営に携わった鈴木洋子さんは「さらに大きな大会にし
て、遠軽町の活性化に貢献していきたい」と話していました。

撮影を楽しみながら学ぶ
第４回えんがぁるフォトレッスン

　９月16日、太陽の丘えんがる公園で「第４弾！えんがぁる
フォトレッスンin太陽の丘」が開催されました。
　今年も写真家の佐藤アキラさんを講師に迎えたレッスンでは、
９人の女性たちが、魅力的に見せる構図とアングルの講習や撮
影実習、要望に沿った撮影のポイントを学びました。
　なお、参加者の皆さんが撮影した写真は今後、（一社）えんが
る町観光協会のPR素材として活用される予定です。

えんがる球技場初の全道大会
北海道ラグビースクール大会

　９月17日と18日の２日間、えんがる球技場で第36回北海道ラ
グビースクール中学生大会及び第29回北海道ラグビースクール
小学生大会が開催されました。
　大会には、札幌や函館、旭川など全道各地から470人の選手が
参加し、緑色のまぶしい人工芝生の上で熱戦を繰り広げました。
　遠軽ラグビー協会の佐渡淳道会長は「施設が整ったおかげで、
このような規模の大会を開催することができました。子どもたち
には、こういった大会での経験を生かして大きく成長してほしい
です」と話していました。
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イベント

10/10～
   11/10

えんがぁる 「愛食フェア」
秋の味覚は「白滝じゃが」と「生田原産かぼちゃ＆玉ねぎ」

　「匠の夏採りアスパラ料理フェア」に続く、愛
食フェア第２弾が開催されます。
　秋のメイン食材は「白滝じゃが」と「生田原産
かぼちゃ＆玉ねぎ」。参加店が創作する地元農
産物を使用したオリジナルメニューを、ぜひご
堪能ください。
■実施期間　10月10日（火）～ 11月10日（金）
■内容　参加店が、白滝じゃがや地元農産物を
使用したオリジナル料理を提供します。
■対象メニュー注文時の特典
①各店オリジナルのサービスが受けられます。
②抽選で白滝じゃが10 キログラムまたは「参加
店共通お食事券」が当たるプレゼント企画も
予定しています。

■参加店（順不同）
①えだ松
②生田原温泉ホテル
　ノースキング
③ぽっぽ家
④お食事処マルワ
⑤洋食処トレモロ
⑥居酒屋ぼうず
⑦軽食・cafe’ひだまり
⑧あるある飯店おじゃる家
⑨ミートパビリオン
　YOSHIKAWA
⑩居酒屋千栄
⑪ホテルマウレ山荘

⑫ホテルサンシャイン
　レストランがんぼう
⑬お食事の店マギー
⑭cafe’ de TIROL
⑮居酒屋やすべえ
⑯洋風居酒屋サルーテ
⑰居酒屋味尚本店
⑱北の味萃翔
⑲酒肴えんみや
⑳焼肉ハウス美味しんぼ
㉑軽食・喫茶コンコルド
㉒居酒屋炉ばた

■主催　オホーツクえんがる産業振興協議会
（構成団体…遠軽町・遠軽商工会議所・JAえんゆう・えんがる商工会・（一社）えんがる町観光協会・遠軽物産協会）
問事務局：遠軽商工会議所☎42 ‐ 5201

　今年もハロウィーンの季節がやってきた！
　みんなで仮装して、街なかに集まろう！！
■日時　10月22日（日）
■会場　旧麦酒館ふぁーらいと・商店街通沿い
■内容（天候などにより変更する場合があります）
11:00　ハロウィーンかぼちゃランタン
　　　  　親子工作体験（２人１組で30組限定）
　　　  　※申込みは10月５日（木）まで。定員になり次第締め切ります。
　　　  油そばProject実行委員会PR活動
　　　  　油そば販売（数量限定）
　　　  愛食フェアPR（参加店コロッケ試食会など）
　　　  特産品PR・出店販売、フリーマーケット
　　　  ミニ園芸市
11:30　遠軽がんぼう太鼓演奏
　　　  （遠軽がんぼう太鼓同好会・ジュニアチーム華遠）

えんがるハロウィーン街なか賑
にぎ
わい創出事業

12:00　ハロウィーンお菓子まき（１回目）
　　　  　平成仮面ライダー登場！
　　　  　（ハイクオリティーコスプレチーム「ヒーローズ」）
13:30　ダンス披露（ライベリーキッズ）
15:00　オホーツクヒーロー連合ショー・写真撮影会
　　　  　太陽戦士エンガイザー（遠軽）
　　　  　砕氷船士ガリヤー（紋別）
　　　  　鳥戦士ミントリガー（北見）
16:00　ハロウィーン仮装パレード・写真撮影・抽選会
　　　  (受付けは遠軽町福祉センターで14:00 ～ 15:45)
17:00　ダンス披露（遠軽ジャズダンスサークル）
17:30　ハロウィーンお菓子まき（２回目）

10/22

　

問

　

問遠軽商工会議所☎42 ‐ 5201
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員
が
行
い
ま
す
。

問
遠
軽
調
停
協
会　

会
長　

前
田
裕
孝

☎
42
‐
３
７
８
７

Ｂ
型
肝
炎
被
害
救
済
の
た
め
に

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
オ
ホ
ー
ツ
ク

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
は
、

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り

た
い
方
や
、
新
た
に
訴
訟
へ
の
参
加
を
考

え
て
い
る
方
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

正
確
な
情
報
を
お
伝
え
し
、
一
人
で
も

多
く
の
被
害
者
が
き
ち
ん
と
救
済
措
置
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
同
弁
護
団
の
弁
護
士

が
、
直
接
、
訴
訟
の
概
要
や
提
訴
の
要
件

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
個
別
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
申
込

み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
10
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分

■
会
場　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
げ

ん
き
21

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団

事
務
局
☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
１
９
４
１

無
料
法
律
相
談

■
日
時

10
月
10
日（
火
）

午
後
２
時
～
５
時

11
月
13
日（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所　
げ
ん
き
21

■
相
談
時
間　
一
人
30
分
程
度

■
申
込
み　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了
承

く
だ
さ
い
。（
１
年
度
内
1
人
２
回
ま
で
）

申
込
問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

不
動
産
無
料
相
談

■
日
時

10
月
24
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
会
場

北
見
市
常
盤
町
４
丁
目
12
番
地
２

公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
北
見
支
部

申
込
問
公
益
社
団
法
人
北
海
道
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
北
見
支
部

☎
０
１
５
７
‐
６
１
‐
１
５
６
５

定
例
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

　

国
の
行
政
機
関
の
仕
事
・
手
続
・
サ
ー

ビ
ス
で「
わ
か
ら
な
い
」「
こ
う
し
て
ほ
し

い
」な
ど
と
い
っ
た
苦
情
・
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
が
相
談
を
お
聞
き
す
る「
暮
ら
し
の

何
で
も
相
談
所
」を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
相
談
所
以
外
で
も
、
相
談

は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

行
政
相
談
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
17
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
遠
軽
会
場
】

■
場
所

遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修
室

■
相
談
委
員

長
谷
川
和
俊
さ
ん
☎
42
‐
４
０
２
３

【
生
田
原
会
場
】

■
場
所

　生
田
原
支
所

■
相
談
委
員

熊
沢
広
正
さ
ん
☎
45
‐
２
９
４
７

【
丸
瀬
布
会
場
】

■
場
所　
丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
相
談
委
員

工
藤
敏
広
さ
ん
☎
47
‐
３
８
３
２

【
白
滝
会
場
】

■
場
所　
白
滝
支
所

■
相
談
委
員

横
田
昌
弘
さ
ん
☎
48
‐
２
１
２
９

※
こ
の
日
時
の
ほ
か
、
行
政
相
談
委
員
は

随
時
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
旭
川

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
３
０
１
１

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら

せ
　

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、
公
害
、

家
庭
等
の
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、
調

停
委
員
が
調
停
手
続
き
に
つ
い
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
実
施
機
関　
遠
軽
調
停
協
会

■
日
時　
10
月
18
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

■
相
談　
裁
判
所
の
協
力
に
よ
り
調
停
委

（平成29年８月末現在）

　　　　　　　　　前月比
▶人口　20,409人　（－ 22）
▶男性　 9,906人　（－ 11）
▶女性　10,503人　（－ 11）
▶世帯　10,443世帯（－　7）
▶出生　　　 9人　（－　1）
▶死亡　　　22人　（　　5）

▶人身事故　　2件（　8件）
▶死　　者　　0人（　1人）
▶負 傷 者　　3人（　9人）
▶物損事故　 22件（232件）
※（　）は本年累計

▶火災発生　　0件（　6件）
▶死　　者　　0人（　0人）
▶負 傷 者　　0人（　0人）
※（　）は本年累計

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

　

問

　

問
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₁₀
月
か
ら
ご
み
の
分
別
方
法

が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、

新
し
い
焼
却
施
設
の
試
運
転
に
合
わ
せ
て
、

10
月
か
ら
次
の
と
お
り
ご
み
の
分
別
方
法

の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

■
燃
や
す
ご
み
に
変
更

　

資
源
に
な
ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ

ム
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど（
燃
や
さ
な
い
ご
み

か
ら
変
更
）

■
白
色
ト
レ
イ
類
に
変
更

　

食
品
ト
レ
イ
な
ど
の
発
泡
容
器
で
、
白

色
の
も
の（
資
源
ぶ
つ
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
か
ら
変
更
）

平
成
2₉
年
度

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
等
が
発
売
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
度「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」と「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ

ニ
」が
、
10
月
11
日（
水
）か
ら
31
日（
火
）

ま
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
発
売
さ
れ
る
宝
く
じ
は
、
昨
年
ま

で
の「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」か
ら

衣
替
え
し
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
た
賞

金
額
が
５
億
円
の「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」と
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

た
賞
金
額
が
５
千
万
円
の「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」の
２
種
類
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
財
政
課
☎
42
‐
４
３
７
７

■
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
追
加

　

食
品
ト
レ
イ
な
ど
の
発
砲
容
器
で
、
色

が
付
い
た
も
の
や
文
字
な
ど
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
も
の（
資
源
ぶ
つ
の
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
か
ら
変
更
）

　

詳
細
は
、
今
回
配
布
し
て
い
る
新
た
な

「
ご
み
分
別
の
手
引
き
」、「
ご
み
の
分
け
方

・
出
し
方
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
向
け
て
町

民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

秋の火災予防運動
■期間　10月15日（日）～31日（火）
■平成29年度　遠軽地区広域組合統一防火標語

「火のしまつ　家族みんなで　かくにんだ」
　秋は空気が乾燥し、ストーブなどの火気を使う機会が
増えるため、火災が発生しやすくなります。
　毎年、「慣れ」や「油断」から火災が発生しています。火
災の原因や防火対策を知って、大切な命や財産を守りま
しょう。

◆ストーブによる火災事例と対策◆
■火災事例
・ストーブの上で干していた洗濯物が落下して出火した。
・石油ストーブの給油タンクのキャップが完全に閉まっ
ていなかったため、点火時に灯油がこぼれて引火した。

・ストーブやファンヒーターの前にスプレー缶を置いた
ため、スプレー缶が温まり爆発した。

・ストーブを布団やベッドの近くに置いたため、接触し
て出火した。

■対策
・ストーブの上や近くで洗濯物を干さない。
・必ずストーブの火を消してから給油を行い、燃料タン
クのキャップを完全に閉める。

・ストーブの周囲に、紙類・布団などの燃えやすいもの
やスプレー缶などを置かない。

・就寝前やその場を離れるときには必ずストーブの火を
消す。

・ストーブの周りは常に整理整頓する。

問遠軽地区広域組合消防署☎42 ‐ 2050

語

　

問

　もし、自宅や近所で火災が発生した場合は、
①知らせる（119番通報）
②消す（初期消火）
③逃げる（避難）
など、火災から身を守るための行動をとれるようにし
ておきましょう。

　

問

　

問

若者のための就労相談会
　働くことに悩みを持つ15歳から39歳までの若者
や、そのご家族の相談に応じます。
　「働きたいけど、不安しかない」「今の自分に何か
らできるかわからない」など、働きたい方の悩みに
一緒に向き合います。お気軽にご連絡ください。
■日時　10月27日（金）午後1時～午後4時
■会場　ハローワーク遠軽
■予約　事前に電話で予約してください。
申込問 オホーツク若者サポートステーション
☎0157 ‐ 57 ‐ 313₆
申込・問
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新入学児童 健康診断
　町教育委員会では、平成30年度新入学
児童の健康状態を把握することなどを目
的に、次の日程で健康診断を行います。
　就学予定の児童がいるご家庭は、保護
者または保護者の代わりになる方が付添
いの上、必ず受診してください。
　対象児童は、平成23年４月２日から平成24年４月１日ま
でに生まれた方です。
　対象児童のいるご家庭には、別途お知らせします。
　なお、健診は受付から３時間程度かかりますので、あら
かじめご了承願います。
問教育委員会総務課☎42 ‐ 2191

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

母
子
手
帳
ア
プ
リ

す
く
す
く
え
ん
が
る「
母
子

モ
」始
ま
る

　

ス
マ
ホ
な
ど
で
使
え
る
母
子
手
帳
ア
プ

リ「
母
子
モ
」の
試
行
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。（
本
導
入
は
来
年
度
）

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
登

録
す
る
と
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
の
記
録

と
家
族
で
の
共
有
、
予
防
接
種
の
管
理
、

健
診
等
の
お
知
ら
せ
が
届
く
ほ
か
、
遠
軽

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
子
育
て
に
関
す
る
ペ

ー
ジ
と
連
動
し
て
、
す
ぐ
情
報
が
見
ら
れ

る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
お
使
い

の
端
末
で「
母
子
モ
」と
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

　

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
に
は
特
に
お
勧
め
で
す
の
で
、

皆
様
の
子
育
て
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

■日程等

学校名 日程 受付
開始

健診
開始 会場

南小学校 10月５日（木） 12:50 13:15 南小学校

遠軽小学校 10月19日（木） 12:50 13:15 遠軽小学校

生田原小学校
安国小学校 10月25日（水） 14:40 15:00 生田原福祉

センター

瀬戸瀬小学校 10月2₆日（木） 13:20 13:30 瀬戸瀬小学校
ほか（※１）

丸瀬布小学校
白滝小学校 10月31日（火） 13:10 13:30 丸瀬布小学校

ほか（※２）

東小学校 11月２日（木） 12:50 13:15 東小学校

（※１）瀬戸瀬小学校の内科健診及び歯科健診は医療機関で行います。
会場から医療機関までは送迎します。
（※２）丸瀬布小学校と白滝小学校の歯科検診は医療機関で行います。
会場から医療機関までは送迎します。

ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

　

ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

10
月
か
ら
診
療
日
に
特
定
健
診
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の

健
康
管
理
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
健
診
日
時　
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時

20
分
～
８
時
30
分

■
定
員　
１
日
２
人

■
申
込
み　
受
診
希
望
の
２
週
間
前
ま
で

（
完
全
予
約
制
）

申
込
問
ま
る
せ
っ
ぷ
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
47
‐
３
１
３
１

申
込
・

問

　

問

　

問
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　町では満65歳以上の方を対象とした結核検診を実
施します。
　検診はレントゲン検査で、金具の付いていない服
装であれば、服を脱がずにそのまま受診できます。
受診料は無料で、検診車が町内を巡回しますので、
お近くの巡回場所で受診してください。
　なお、今年の春に肺がん検診を受けた方は受診で
きません。
■検診日程
10月17日（火）～19日（木）
※詳しくは右の表でご確認ください。
■申込方法
　ページ下の受診券に、住所や氏名などを記入の上、
切り取って当日お持ちください。
■その他
　検査結果は、異常のあった方にのみ、約１か月後
にご連絡します。
問保健福祉課（げんき21）
☎42 ‐ 4813
または各支所地域住民課
生田原支所☎45 ‐ 2015
丸瀬布支所☎47 ‐ 2211
白滝支所☎48 ‐ 2211

結核検診
のお知らせ

■10月17日（火）
時　間 場　所

 9:30～ 9:45 白滝国際交流センター
 9:55～10:10 白滝高齢者総合生活福祉センターほのぼの
10:40～11:00 丸瀬布支所
11:20～11:30 瀬戸瀬コミュニティセンター
13:00～13:10 三宮商会様前（西町１丁目）
13:20～13:30 遠軽町福祉センター
13:45～13:55 大角児童公園前（南町４丁目）

■10月18日（水）
時　間 場　所

 9:30～ 9:50 保健福祉総合センター・げんき21
10:00～10:10 日新工業様駐車場（２条通北４丁目）
10:20～10:30 遠軽町役場
10:40～10:50 紋別保健所遠軽支所
11:00～11:10 ひがし児童館
11:20～11:30 渋谷自動車様前（岩見通北11丁目）
13:00～13:10 しまぬき商店様前（福路２丁目）
13:20～13:30 遠軽小学校前
13:40～13:50 森田健壽様宅前（西町３丁目）
14:00～14:10 さわやかハウス前（西町２丁目）
14:20～14:30 西町住民センター
14:45～14:55 社名淵地域公民館

■10月19日（木）
時　間 場　所

13:00～13:10 ローソン東町店様駐車場（東町２丁目）
13:20～13:30 遠軽町基幹集落センター
13:40～13:50 いわね団地内公園（南町２丁目・遠軽高校側）
14:00～14:10 南ヶ丘公民館
14:20～14:30 西岡金物店様前（南町３丁目）
14:40～14:50 南町公民館
15:00～15:10 シティえんがる様東側駐車場

　

問
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

【
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
】

　

こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
医
療
機
関

で
行
わ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①
Ａ
型
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／
Ｇ
Ｐ

１
９
０
８
／
２
０
１
５（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

②
Ａ
型
／
香
港
／
４
８
０
１
／
２
０
１
４

（
Ｈ
３
Ｎ
２
）

③
Ｂ
型
／
プ
ー
ケ
ッ
ト
／
３
０
７
３
／

２
０
１
３（
山
形
系
統
）

④
Ｂ
型
／
テ
キ
サ
ス
／
２
／
２
０
１
３

（
ビ
ク
ト
リ
ア
系
統
）

　

以
上
、
４
つ
の
抗
原
が
含
ま
れ
た
混
合

ワ
ク
チ
ン
で
す
。

■
接
種
回
数

　

生
後
6
か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の
幼
児
・

児
童
は
２
回
、
13
歳
以
上
の
方
は
１
回

（
医
師
の
指
導
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
た
方

は
２
回
）で
す
。

■
予
防
接
種
の
予
約
受
付
と
接
種
時
期

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
町
内
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
予
約
の
受
付
開
始
時
期
や
接
種
期

間
が
異
な
り
ま
す
。
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金

の
助
成
に
つ
い
て
】

　

町
で
は
、
今
年
の
10
月
１
日
以
降
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
医
療
機
関

（
町
外
の
医
療
機
関
を
含
む
）で
接
種
し
た

方
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方
を
対
象

に
、
料
金
の
全
額
も
し
く
は
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
全
額
を
助
成
す
る
方

生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

■
一
部
を
助
成
す
る
方

①
接
種
日
現
在
で
満
65
歳
以
上
の
方（
満

60
歳
以
上
満
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
肺

等
の
機
能
障
害
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
含
む
）

②
接
種
日
現
在
で
満
13
歳
未
満
の
方（
保

護
者
が
申
請
者
と
な
り
ま
す
）

※
①
②
い
ず
れ
も
、
接
種
１
回
に
つ
き
助

成
額
は
１
３
０
０
円（
２
回
接
種
し
た

場
合
は
２
６
０
０
円
）で
す
。

■
申
請
方
法

・
町
内
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

る
場
合

　

予
防
接
種
を
受
け
る
時
に
、
助
成
希
望

で
あ
る
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

医
療
機
関
で
予
防
接
種
料
金
を
支
払
う
際

に
、
助
成
額
分
を
差
し
引
き
ま
す
の
で
、

申
請
は
不
要
で
す
。（
全
額
を
支
払
し
た

後
、
げ
ん
き
21
で
申
請
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）

・
町
外
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

る
場
合

　

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、
次
の
書
類
等

を
持
参
の
上
、
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課
で
手
続
し
て

く
だ
さ
い
。

　

助
成
金
は
、
申
請
者
が
受
領
で
き
る
金

融
機
関
口
座
を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
を

除
き
、
口
座
振
込
で
お
支
払
い
し
ま
す
。

①
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書（
コ
ピ

ー
不
可
）

②
申
請
者
の
印
鑑

③
預
金
通
帳
な
ど
、
振
込
金
融
機
関
の
口

座
番
号
、
名
義
人
が
わ
か
る
も
の

※
委
任
に
よ
り
、
施
設
等
の
管
理
者
が
入

所
者
に
代
わ
っ
て
申
請
者
と
な
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
は
受
付
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間　
10
月
１
日（
日
）か
ら
平
成

30
年
２
月
28
日（
水
）ま
で
。

■
そ
の
他　

２
回
接
種
が
必
要
な
方（
幼

児
、
児
童
、
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
等
）の

申
請
は
、
２
回
分
の
領
収
書
が
あ
れ
ば
、

１
枚
の
申
請
書
で
手
続
が
で
き
ま
す
の

で
、
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
問

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
５

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

申
請
・

問
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認知症カフェ

「はなカフェ inコスモス」
　このカフェは、認知症の方やその家族、認知症
に関心のある地域の方々などが気軽に交流できる
場です。どなたでもお気軽にお越しください。

■日時　10月28日（土）午後１時～３時
■場所　げんき21
■内容　「認知症やその対応について」
　遠軽厚生病院の認知症認定看護師　山口麻琴さ
んにお話を伺います。別室でレクリエーションも
行いますので、ご本人と一緒にお越しください。
■参加料（お茶代）　300円
問遠軽町地域包括支援センター ☎42 ‐ 9988

　

問

♥いのちをつなぐ　献血のお知らせ
　遠軽町では、町内を巡回するバス
により、献血を行っています。皆さ
んのご協力をお願いします。
・献血には、400ml・200mlがあります。
・献血は、満16歳から69歳までできます。（400ml献血

は男性17歳以上、女性18歳以上です）
・献血をした後には、血液検査の結果が無料で送ら

れてきます。（エイズ検査目的の献血はお断りして
います）

・血液は製造することができません。ぜひ、献血に
チャレンジしてみてください。

問保健福祉課（げんき21）42 ‐ 4813

献血車ひまわり号日程表（10月）
地域 日程 会場 時間

遠軽 29日（日）シティえんがる店
駐車場

９:30～12:30

14:00～1₆:00

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

　

問
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秋
の
検
診
の
お
知
ら
せ

　

が
ん
や
生
活
習
慣
病
は
予
防
が
大
切
で

す
。
そ
の
予
防
法
の
一
つ
が
年
に
一
回
検

診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
今
は
元
気
で
も
、

体
の
中
の
こ
と
は
検
診
を
し
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
診
を

受
け
て
現
在
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か

ら
健
康
管
理
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
ご
案
内
の
日
程
が
、
各
地
域
で
受

診
で
き
る
今
年
度
最
後
の
検
診
と
な
り
ま

す
。
受
け
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
30
歳
代
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は「
30
代
健
診
」を
、
40
～
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
は「
特
定
健
診
」を
、
75

歳
以
上
の
方
は「
後
期
健
診
」を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項
等

・
受
付
時
間
の
詳
細
は
、
申
込
み
の
際
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
協
会
け
ん
ぽ
や

各
種
組
合
健
康
保
険
等
の
加
入
者
本
人

と
扶
養
家
族
の
方
は
、
勤
務
先
の
健
診

ま
た
は
医
療
保
険
機
関
で
行
う
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
春
の
検
診
を
受
け
た
方
は
、
こ
の
秋
の

検
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
10
月
20
日
の
検
診
は
託
児
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
申
込
み
の
際
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ウ
ェ
ブ
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
の
方
は
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所

④
電
話
番
号
の
４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か

ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
検
診
日
の
前
日
ま
で
で
き

ま
す
が
、
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
受

診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
問

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３
Ｆ
49
‐
３
１
２
０

電
子
メ
ー
ル　

e-hoken@
engaru.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://engaru.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所

☎
45
‐
２
０
１
５
Ｆ
45
‐
２
０
２
５

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１

Ｆ
47
‐
２
１
２
８

白
滝
支
所

☎
48
‐
２
２
１
１

Ｆ
48
‐
２
３
７
４

■項目と料金
項目 対象 料金

特定健診
40～74歳の国民健康保険加入者 1,500円

クーポン券をお持ちの方 500円

30代健診
30～38歳の国民健康保険加入者 1,000円

平成29年度中に39歳になる国民健康保険加入者 500円

後期健診 生活習慣病で通院していない75歳以上の方 1,000円

胃がん検診 40歳以上の方（平成28年度から変更になっています） 1,500円

ピロリ菌検査 胃がん検診を受ける方 2,500円

肺がん検診 30歳以上の方 500円

大腸がん検診 30歳以上の方 500円

前立腺がん検診 前立腺の病気で治療や手術をしていない50～78歳の方 1,000円

Ｃ型肝炎検査 40歳以上で今まで受けたことがない方 500円

歯周病検診 40歳以上の方 無料

※クーポン券は、国民健康保険に加入していて、平成29年度中に40～50・55・60・65・
70歳になる方が対象です。対象の方には４月上旬に郵送しています。
※平成28年度から５年間、C型肝炎検査が500円で受けられます。過去に受けたことがな
い方は、この機会に受けましょう。
※歯周病検診は10月20日（金）のみ、午前８時から９時まで実施します。
※生活保護世帯の方は、前立腺がん検診とＣ型肝炎検査以外は無料です。

■日程と会場、検診項目
日程 会場 検診項目 実施機関

10月17日（火） 白滝国際交流センター（コピエ） 胃がん検診・ピロリ菌検査、
肺がん・大腸がん検診

対がん協会

10月18日（水） 丸瀬布コミュニティセンター

10月19日（木） かぜる西

全項目10月20日（金） 保健福祉総合センター・
げんき2110月21日（土）

11月１日（水） 社名淵地域公民館 ピロリ菌検査を除く
全項目 厚生連

11月２日（木） 瀬戸瀬コミュニティセンター

※受付時間は、丸瀬布コミュニティセンターは午前６時から、そのほかの会場は午前７時から
行います。

FAX 申
込
・

問

FAX

FAX FAX
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婦
人
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
と
も
、
自
覚

症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
早

期
発
見
で
き
る
唯

一
の
方
法
が「
検

診
」で
あ
り
、
町

で
は
２
年
に
１
回

の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
乳
が
ん
検

診
は
41
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
方
が
、
子
宮

が
ん
検
診
は
21
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

が
、
安
い
料
金
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
！

【
乳
が
ん
検
診︵
集
団
検
診
︶】

■
対
象
者

①
35
歳
以
上
で
、
和
暦
で
数
え
て
奇
数
年

生
ま
れ
の
方

②
町
か
ら
郵
送
し
た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方

■
今
年
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

・
40
歳（
昭
和
51
年
４
月
２
日
～
昭
和
52

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

※
対
象
者
に
は
す
で
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

■
日
程　
11
月
29
日（
水
）

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
～　

②
午
前
10
時
～

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
１
時
45
分
～

■
会
場

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
げ
ん
き
21

■
料
金　
１
５
０
０
円

※
検
診
日
の
年
齢
が
41
～
49
歳
の
方
は

１
０
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
方
と
生
活
保
護

の
方
は
無
料
で
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診︵
集
団
検
診
】

■
対
象
者

①
20
歳
以
上
で
、
和
暦
で
数
え
て
奇
数
年

生
ま
れ
の
方

②
町
か
ら
郵
送
し
た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
方

■
今
年
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

・
20
歳（
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

※
対
象
者
に
は
す
で
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

■
日
程　
11
月
28
日（
火
）

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
～　

②
午
前
10
時
～

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
１
時
45
分
～

■
会
場

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
げ
ん
き
21

■
料
金　
１
０
０
０
円

※
検
診
日
の
年
齢
が
21
～
39
歳
の
方
は

５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
方
と
生
活
保
護

の
方
は
無
料
で
す
。

■
申
込
み

　

電
話
、
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民

課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
方
は
①

氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所
④
電
話
番
号
の

４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か

ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
と
も
人
数
制
限
が
あ
り
、
日
程

に
よ
っ
て
は
定
員
に
達
し
、
申
込
み
を

締
め
切
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
込
み
の
際
に
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
込
問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３
Ｆ
49
‐
３
１
２
０

電
子
メ
ー
ル　

e-hoken@
engaru.jp

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所

☎
45
‐
２
０
１
５
Ｆ
45
‐
２
０
２
５

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１
Ｆ
47
‐
２
１
２
８

白
滝
支
所

☎
48
‐
２
２
１
１
Ｆ
48
‐
２
３
７
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://engaru.jp

婦人がん検診　個別検診のご案内
　個別検診として、旭川がん検診センターと遠軽厚生病院で乳がん・子
宮がん検診が受けられます。対象者や料金はこのページの「婦人がん検
診のお知らせ」と同じです。集団検診の日程で都合がつかない方は、個
別検診の受診をお勧めします。受診希望の際は、電話でお申込みくださ
い。
【旭川がん検診センター】
■日程　①月曜日～金曜日の午前中②第１・第３土曜日の午前中
【遠軽厚生病院】
■乳がん検診の日程及び定員
・受付時間　午前９時～11時30分（定員５人）
　11月13日（月）・11月20日（月）・
　12月11日（月）・12月25日（月）
※受診希望日の１週間前の午後４時までに
　申込みが必要です。
・場所　外科外来
■子宮がん検診の日程及び定員
・受付時間　午前９時～10時30分（定員10人）
　月曜日～金曜日の午前中
※検診希望日の２週間前の午後４時までに申込みが必要です。
・場所　産婦人科外来
■申込み　電話でお申込みください。（医療機関に直接申し込むことはで
きません）
申込問保健福祉課（げんき21）☎42 ‐ 4813申込・問

FAXFAXFAXFAX

申
込
・

問
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第
₃₇
回
え
ん
が
る
町
民
音
楽

の
広
場
の
ご
案
内

　　

え
ん
が
る
サ
ウ
ン

ド
大
集
合
！
町
内

で
、
音
楽
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体

が
一
堂
に
集
ま
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時

10
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
開
演

■
会
場　
総
合
体
育
館

■
入
場
料　
無
料

■
そ
の
他　
ス
リ
ッ
パ
な
ど
、
上
履
き
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎
42
‐
２
１
９
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　
平
成
30
年
２
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
11
月
23
日（
木
）、
12
月
28
日（
木
）、
平

成
30
年
１
月
４
日（
木
）は
休
み
ま
す
。

■
場
所　
総
合
体
育
館

■
対
象　
一
般
町
民
の
女
性
限
定

■
定
員　
無
し

■
内
容　
簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

■
講
師　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

前
島
芽
衣
さ
ん

■
持
ち
物　
運
動
靴
・
飲
料
水
・
タ
オ
ル

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分

■
場
所　
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
及
び
定
員　
一
般
の
方
10
人

■
指
導
者　
遠
軽
町
体
育
協
会
指
導
員

■
内
容　
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な　

　

ど

■
持
ち
物　
上
靴
・
タ
オ
ル
・
ヨ
ガ
マ
ッ

ト（
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
）

■
申
込
み　
10
月
１
日（
日
）～
17
日（
火
）

■
受
講
料　
２
千
円（
初
回
に
集
め
ま
す
。

施
設
利
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

申
込
問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

☎
49
‐
９
５
０
０

※
い
ず
れ
の
教
室
も
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

に
は
加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、
け
が
な
ど

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
託
児　

幼
児
の
一
時
預
か
り
所（
１
歳

６
か
月
以
上
の
お
子
さ
ん
５
人
ま
で
）を

設
け
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料
で
す
が
施
設
利
用
料
が

必
要
で
す
。

申
込
問
総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

【
第
３
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
de
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

■
日
時　

10
月
18
日
～
12
月
22
日（
毎
週

水
・
金
曜
日　

全
20
回
）

・
第
１
部　

午
後
１
時
～
２
時

・
第
２
部　

午
後
３
時
～
４
時

■
場
所　
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
及
び
定
員

・
第
１
部　

一
般
の
女
性
12
人

・
第
２
部　

一
般
の
方
12
人

■
指
導
者　
遠
軽
町
体
育
協
会
指
導
員

■
内
容　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素

運
動（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な　

　

ど

）

■
持
ち
物　
上
靴
・
タ
オ
ル
・
運
動
に
適

し
た
服
装

■
申
込
み　
10
月
１
日（
日
）～
17
日（
火
）

■
受
講
料　
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料

が
必
要
で
す
。

申
込
問
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル

☎
49
‐
９
５
０
０

【
第
３
期
健
康
づ
く
り
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
】

■
日
時　

10
月
19
日
～
12
月
21
日（
毎
週

木
曜
日　

全
10
回
）

えんがる
芸術・文化の祭典
～地域別文化祭（展示・芸能）のご案内～

【第54回遠軽総合文化祭】遠軽文化協会
■日時
・展示部門　10月27日（金）～29日（日）
　午前９時～午後７時（29日は午後４時まで）
・芸能部門　11月３日（金・祝）午前10時～
■会場　遠軽町福祉センター
【生田原地区町民文化祭】生田原文化協会
■日時
・展示部門　10月27日（金）～29日（日）
　午前９時～午後６時（29日は午後４時まで）
・芸能部門　10月１日（日）午後１時～
■会場　生田原福祉センター
【安国地区町民文化祭】生田原文化協会
■日時
・展示部門　10月20日（金）～22日（日）
　午前９時～午後６時（22日は午後４時まで）
■会場　安国公民館
【第49回丸瀬布総合文化祭】丸瀬布文化協会
■日時
・展示部門　10月27日（金）～29日（日）
　午前９時～午後10時
・芸能部門　10月29日（日）午後１時～
■会場　丸瀬布中央公民館
【平成29年度しらたき文化祭】白滝文化協会
■日時
・展示部門　10月28日（土）～11月３日（金・祝）
　午前10時～午後６時
■会場　白滝国際交流センター
※それぞれ、内容が変更になる場合がありますので、詳し

くはお問い合わせください。
問社会教育課☎42 ‐ 2191
　生田原教育センター☎45 ‐ 2010
　丸瀬布教育センター☎47 ‐ 2456
　白滝教育センター☎48 ‐ 2213

　

問

　

問

申
込
・

問

申
込
・

問

申
込
・

問
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10月は里親月間
里親になりませんか！

　「里親」とは、さまざまな事情により家庭で暮らせなく
なった子どもたちを、自分の家庭に迎え入れて、愛情と真
心を込めて養育してくださる方のことです。
　北見児童相談所では、虐待・傷病・離婚など、さまざま
な理由により家庭で生活できない子どもの相談が後を絶ち
ません。現在、オホーツク管内には約60組の里親の方々が
おり、約30人の子どもたちが里親家庭で生活しています。
　里親は、特別な資格などは必要なく、実際にはどこにで
もいる普通の家庭のお父さん、お母さんたちです。
　里親には「養子縁組をしたい」「祖父母が孫を育てている」
など、事情に応じた４つの種類があります
■里親の種類

養育里親

保護者が引き取れるまで、または児童が自立して
社会に出るまでの間、養育する里親。委託期間は、
数年から十数年の長期間のケースのほか、数日・
数週間・数ヶ月という短期間だけお願いする場合
もあります。

専門里親
一定要件を満たした養育里親等が研修を受講して
登録し、被虐待児・非行児・障がい児を養育する
里親です。

養子縁組里親 養子縁組を前提とする里親です。

親族里親
両親の死亡・行方不明等や特別な事情で養育でき
ない児童を、祖父母や兄弟姉妹が里親として養育
するものです。

　オホーツク管内では、子どもの年齢や里親の方との相性
なども考慮して決めており、管内各地に里親の方が増えて
いくことが望まれます。
　ぜひ、里親としてご登録いただき、家庭に恵まれない子
どもたちの養育を担っていただければと思います。
　里親を希望される方、里親制度についてもう少し知りた
い方はもちろん、町内会やサークル活動などにもお邪魔し
てご説明しますので、お気軽にお問い合わせください。
問北海道北見児童相談所☎0157 ‐ 24 ‐ 3498

■
参
加
料　
無
料

■
内
容　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
ジ
ャ
ン

ボ
輪
投
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

※
上
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
総
合
体
育
館
☎
42
‐
１
９
０
３

第
28
回
彩
樹
会
展
の
ご
案
内

　

油
彩
画
サ
ー
ク
ル「
彩
樹
会
」に
よ
る
展

示
会
で
す
。

　

油
彩
画
な
ら
で
は
の
深
み
の
あ
る
作
品

の
数
々
を
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

午
後
９
時
、
総
合
体
育
館
は
午
後
１
時

～
９
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
体
育
館
を
ご
利
用
の
方
は
必
ず
上
靴
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
ス
リ
ッ
パ
で
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
）

【
２
０
１
７　

体
育
の
日
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

■
日
時　
10
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
受
付　
午
前
９
時
～
９
時
20
分

■
会
場　
総
合
体
育
館

■
対
象　
４
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

■
申
込
み　
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
軽
町
体
育
協
会

「
体
育
の
日
」イ
ベ
ン
ト
の
お

知
ら
せ

【
体
育
施
設
無
料
開
放
】

　

10
月
９
日（
月
）の「
体
育
の
日
」に
合
わ

せ
て
、
遠
軽
地
域
の
社
会
体
育
施
設
を
無

料
開
放
し
ま
す
。
総
合
体
育
館
で
は
用
具

の
無
料
貸
出
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
遠
軽
地
域
社
会
体
育
施
設

※
利
用
で
き
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

■
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
え
ん
が
る
温
水
プ
ー
ル
は
午
前
10
時
～

　

問

■
日
時　
10
月
７
日（
土
）～
13
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
７
時（
最
終
日
は
午
後

６
時
ま
で
）

■
会
場　
遠
軽
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
42
‐
２
１
９
１

ジ
ュ
ニ
ア
上
級
者
向
け
育
成

コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　

遠
軽
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
強
化
・
育
成
と
、
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
目

指
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
上
級
育
成
コ
ー
ス
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

遠
軽
在
住
の
方
で
、
受
講
を
希
望
す
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
受
講
資
格

・
Ｓ
Ａ
Ｊ（
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
）級
別
テ

ス
ト
１
級
資
格
保
持
者

・
平
成
29
年
度
に
小
学
校
３
年
生
か
ら
高

校
３
年
生
ま
で
の
方

・
大
会
等
に
参
加
す
る
場
合
は
全
日
本
登

録
で
き
る
方（
登
録
は
10
月
中
に
申
込

み
が
必
要
で
す
）

■
申
込
み　
10
月
下
旬
ま
で
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
遠
軽
ス
キ
ー
連
盟　

菊
地
啓
一

☎
42
‐
７
１
７
３

※
日
中
留
守
の
場
合
は
留
守
番
電
話
に
お

名
前
と
連
絡
先
を
録
音
し
て
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

問

　

問

　

問
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※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
実
施

し
ま
す

　
「
環
境
衛
生
強
化
期
間
」に
お
け
る
、
秋

の
町
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
・
地
域
社
会
の
生
活
環
境
向
上
の

取
り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
清
掃
日　

10
月
22
日（
日
）

※
た
だ
し
、
各
自
治
会
の
都
合
で
日
程
の

変
更
は
可
能
で
す
。

■
清
掃
場
所
及
び
時
間

　

各
自
治
会
で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
内
容

　

道
路
や
側
溝
な
ど
の
ご
み
拾
い
や
空
き

缶
等
の
回
収
、
道
路
に
た
ま
っ
た
土
砂
の

収
集
。

■
清
掃
後
の
ご
み
処
理

　

収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
燃
や
す
ご
み
・

燃
や
さ
な
い
ご
み
に
分
別
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
10
月
１
日
か
ら
分
別
方
法

が
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　

な
お
、
土
砂
は
ま
と
め
て
燃
や
さ
な
い

ご
み
の
日
に
出
す
か
、
空
き
地
な
ど
の
く

ぼ
地
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
他
人
の
土
地

に
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
一
斉
清
掃
で
出
た
ご
み
は﹁
あ
り
が
と

う
シ
ー
ル
﹂の
貼
付
は
不
要
で
す
。

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

　

　中秋の名月の下、森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号
を夜間運行！乗車したお客様には、お月見団子をプ
レゼントします。
　また、運行に先立ち、月光に照らしだされる雨宮
号の撮影会も行います。
　日中とは一味違ったいこいの森の風情をお楽しみ
ください。
■日時　10月７日（土）雨天決行
■会場　森林公園いこいの森
■内容　18:00～19:00　雨宮21号夜間撮影会
　　　　19:20・19:40　お月見列車運行（２便）
■乗車料金　大人500円・４歳～中学生250円
問丸瀬布支所産業課☎47 ‐ 2213

折りたたみテーブルを整備

　このたび、財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成を受け、白滝地域自治会長連絡協議会では、
折りたたみテーブルを整備しました。
　この事業は、同センターが全国自治宝くじ普及広
報事業費として受け入れる宝くじ受託事業収入を財
源として、住民の行うコミュニティ活動を促進し、
その健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報
を目的として行われているものです。
　折りたたみテーブルはイベント等の開催に使用し
ます。
　今回、新しく使いやすいテーブルが整備されたこ
とで、高齢化する住民のイベント等での準備や片付
けといった作業の効率
化と負担の軽減が図ら
れ、地域でのコミュニ
ティ活動が一層充実す
ることが期待されます。
問企画課☎42 ‐ 4818

森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号

お月見列車

　

問

　

問

　

問
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機
動
職
業
訓
練「
ビ
ジ
ネ
ス

基
礎
科
Ⅱ
」受
講
者
募
集

　

北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
に
よ
る
再
就

職
の
支
援
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。

　

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
ソ
フ
ト
に
よ
る
文

書
・
帳
票
作
成
を
習
得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
用
で
き
る
技
術
・
技
能
を
学
び
、
簿
記

の
資
格
を
取
得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
て
就
職
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　

一
般
求
職
者（
主
に
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方
）

■
定
員　

15
人（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
場
所　
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
訓
練
期
間　
12
月
１
日（
金
）～
平
成
30

年
３
月
29
日（
木
）　

全
４
５
０
時
間

■
訓
練
時
間

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
40
分

■
受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
１
万
２
千
円
程
度
か
か
る
ほ
か
、
各

種
検
定
を
受
験
し
た
場
合
は
１
万
３
千
円

程
度
の
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
取
得
資
格

・
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
主
催
の
２
級

・
３
級
ワ
ー
プ
ロ
技
士
、
２
級
・
３
級

表
計
算
技
士

・
日
本
商
工
会
議
所　

簿
記
３
級

■
申
込
み

10
月
５
日（
木
）～
11
月
15
日（
水
）

■
申
込
方
法　
北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠

軽
出
張
所
へ
、
入
学
願
書
と
健
康
の
自
己

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
問
北
見
公
共
職
業
安
定
所
遠
軽
出
張

所
☎
42
‐
２
７
７
９

問
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
42
‐
４
０
３
７

北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
能
力
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
４
４
３
６

車
両
系
建
設
機
械

技
能
講
習
等
の
お
知
ら
せ

■
日
程　
11
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

■
講
習
項
目
と
受
講
料

・
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）運
転
技
能

講
習　

４
万
４
千
円

・
小
型
車
両
系
特
別
教
育（
機
体
質
量
３

ト　
　

ン

未
満
）　

１
万
７
千
円

※
い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
。

■
実
施
教
習
機
関　
株
式
会
社
日
立
建
機

教
習
セ
ン
タ　

北
海
道
教
習
所

■
場
所　
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　
助
成
金
を
申
請
す
る
方
は

10
月
31
日（
火
）ま
で
、
そ
の
他
の
方
は
11

月
９
日（
木
）ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　
建
設
労
働
者
確
保
育
成
助

成
金
制
度
を
利
用
す
る
方
は「
計
画
届
」を

受
講
初
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
労
働
局
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
問
遠
紋
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
42
‐
４
０
３
７

■場所　遠紋地域人材開発センター
【グループまたは個人レッスン】
　都合の良い日程と時間で個人レッスンまたはお友達
同士などのグループレッスンを行います。
■日程　10月２日（月）～31日（火）※土日・休日を除く。
■時間　午前９時30分～11時30分・午後１時30分～４
時30分の都合の良い時間（１日につき２時間まで）
■受講料　１時間（50分授業）につき1,200円
【初心者パソコン入門コース】
　パソコンの基本、文字入力、インターネット、デジ
カメ写真の取込み・印刷・保存などを学びます。
■日程
10月５日（木）・６日（金）・10日（火）～12日（木）全５回
■時間　午前９時30分～11時30分
■定員　10人
■受講料　10,000円
【ワード入門コース】
　初めて使う方を対象に、基本的な文章作成手順と編
集方法など、基本的な使い方を学びます。
■日程
10月18日（水）～20日（金）・23日（月）・24日（火）全５回
■時間　午前９時30分～11時
■定員　10人
■受講料　7,500円
【エクセル（表計算）入門コース】
　パソコンの操作経験者を対象に、基本操作から、関
数を用いた表及びグラフの作成方法を学びます。
■日程
10月26日（木）・27日（金）・30日（月）～11月１日（水）全５回
■時間　午前９時30分～11時30分
■定員　10人
■受講料　10,000円
※各コースとも、受講料のほかに別途、テキスト代が

かかります。
申込問遠紋地域人材開発センター42 ‐ 4037

初心者パソコン講座
のご案内

町
内
全
域
に
お
い
て
野
犬
掃

と
う
を
実
施
し
ま
す

　

遠
軽
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
掃
と
う
条

例
に
基
づ
き
、
野
犬
掃
と
う
を
行
い
ま
す
。

■
掃
と
う
期
間

10
月
１
日（
日
）
～
平
成
30
年
３
月
31
日

（
土
）

■
実
施
方
法

お
り
等
に
よ
る
捕
獲
及
び
薬
殺
等

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

　

問 申
込
・

問

申
込
・

問

申込・問

　

問



ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ︵
か
っ
こ
内
目
的
︶

・
遠
軽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
様

遠
軽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
親
睦
交
流
会

の
収
益
金
の
一
部
を
寄
附

２
万
円（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
）

・
大
通
南
３
丁
目　

小
林
義
幸
様

亡
き
妻
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
御
礼
と
し
て

20
万
円（
福
祉
振
興
資
金
）

・
大
通
北
９
丁
目　

菊
地
ク
ニ
子
様

亡
き
夫
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

10
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

平
成
29
年
度
累
計（
８
月
末
現
在
）

２
５
６
件　

１
５
９
万
７
千
円

※
う
ち
、
い
こ
い
の
森
災
害
復
旧
資
金
分

　

７
件　

７
万
５
千
円

30平成29年10月号

問
北
見
労
働
基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課

☎
０
１
５
７
‐
２
３
‐
７
４
０
６

₁₀
月
は
給
与
差
押
強
化
月
間

で
す

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
納
税

催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
預

貯
金
・
給
与
等
の
各
種
債
権
や
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
、
滞
納
者
に

対
し 

給
与
差
押
予
告
書 

を
発
付
し
ま
す
。

全
国
労
働
衛
生
週
間
の
お
知

ら
せ

　
「
働
き
方
改
革
で
見
直
そ
う　

み
ん
な

が
輝
く　

健
康
職
場
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

10
月
１
日（
日
）か
ら
７
日（
土
）ま
で
、
平

成
29
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
労
働
者
自
身
や
管
理
監

督
者
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
健
康
管
理
を
進
め
、
労
働
者
の
健

康
が
確
保
さ
れ
た
職
場
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
差
押
予
告
書
に
同
封
の
納
付
書
で

の
納
税
や
納
税
相
談
等
の
連
絡
が
な
い
場

合
に
は
、
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与

な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

大
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
問

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見
道
税
事
務

所
納
税
課（
北
見
市
青
葉
町
６
番
６
号
）

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
６（
直
通
）

　「DMM.com」（ディ―エムエムドットコム）や「Amazon」（ア
マゾン）といった大手サイトになりすまし「デジタルコンテンツ
の利用料金が未納」などといったメールやメッセージを送り付
け、金銭をだまし取ろうとする架空請求が増加しています。
　この手口の架空請求は「本日中に連絡がなければ身辺調査及
び強制執行の法的措置に移行する」などと不安をあおり、記載
されている連絡先に電話をかけさせ、プリペイドカードなどで
金銭を要求してきます。
　身に覚えのない請求には一切応じる必要はありません。
　また、これらのサイトを利用したことがあっても、安易に支
払わず「正規の請求か」「内容に間違いはないか」など、必ず事実
確認をし、不安なときは相談窓口にご連絡ください。

大手サイトをかたるメールなどにご注意ください！

消費者トラブル注意報！

　町では、悪質商法による被害や、契約の際のトラブルなど
の消費生活に関する相談を受け付けています。
　相談内容によって問題解決の助言や情報提供を
行い、必要に応じてあっせん等も行っています。
相談問
遠軽町消費生活相談窓口（商工観光課）☎42 ‐ 4819
または各支所産業課　生田原支所☎45 ‐ 2012
丸瀬布支所☎47 ‐ 2213　白滝支所☎48 ‐ 2212

消費者教育
PRキャラクター

「かしこしか」

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。
　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

　

問

相談・問

納
税
相
談
・

問
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北
見
年
金
事
務
所
に
行
く
と

き
は
・
・
・

　

北
見
年
金
事
務
所
で
は
各
種
手
続
等

で
来
所
す
る
お
客
様
に
対
し
て
、
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
の
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
書
類
の
ほ
か
、
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
運
転
免
許
証

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

の
届
出
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て

い
る
第
２
号
被
保
険
者
の
方
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
は
、
第
３
号
被
保
険
者
と
し
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

加
入
の
手
続
は
、
第
２
号
被
保
険
者

で
あ
る
配
偶
者
の
勤
務
先
で
行
い
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
の
加
入
の
届
け
出
が

漏
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
で
も
、

配
偶
者
の
勤
務
先
に
特
例
届
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間
と
し
て
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
第
３
号
被
保
険
者
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
加

入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
負
担
し
ま
す

の
で
、
ご
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
下
の
表
の
よ
う
な
場
合
に
は

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年金事務相談を　
　　　　ご利用ください

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相談を開催し、
年金相談や手続を行っています。
　予約制で行いますので、利用される方は相談日の１か月前か
ら１週間前までにご予約ください。日時や場所は、次のとおり
です。皆さんどうぞご利用ください。
　なお、相談の際は、予約後に送付される予約票等をご持参く
ださい。
■日時　11月21日（火）
　　　　午前10時～午後３時30分
※次回の相談日は１月23日（火）です。
■場所　げんき21
■予約・問い合わせ
　北見年金事務所お客様相談室
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6007
　☎0157 ‐ 33 ‐ 6008
※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につないでください。

気になる
ことは…

③
パ
ス
ポ
ー
ト

④
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
福
祉
手
帳

⑤
①
〜
④
の
い
ず
れ
も
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
年
金
手
帳
や
健
康
保
険
被

保
険
者
証
な
ど
２
つ
以
上
の
も
の

※
い
ず
れ
も
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
北
見
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
６
０
０
７

■第３号被保険者の手続きが必要なとき
こんなとき 被保険者種別 届出先

・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が65歳になったとき

第３号→第１号 住所地の市町村

・本人である第３号被保険者が就職して厚生年金や共済組合に加入
したとき 第３号→第２号 配偶者の勤務先

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金制度が変わっ
たとき（例えば厚生年金から共済組合に変更な　

　ど）
第３号→第３号

※種別は変わりませんが
届出は必要です。　

配偶者の勤務先

・本人である第３号被保険者の住所が変わったとき 変更なし 配偶者の勤務先

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157 ‐ 25 ‐ 9635　住民生活課☎42 ‐ 4812
または各支所地域住民課　生田原支所☎45 ‐ 2011　丸瀬布支所☎47 ‐ 2211　白滝支所☎48 ‐ 2211
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商
工
観
光
課

中な
か

野の

由ゆ

り里
　隊
員

　

こ
ん
に
ち
は
！
早
い
も
の
で
、
遠
軽

町
に
移
住
し
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。

　

夏
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
た
り
、
遠
軽
Ｉ
Ｃ
道
の
駅
関

連
の
視
察
研
修
に
参
加
し
た
り
す
る
機

会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
行
わ
れ
た「
大
雪
山
ウ
ル
ト

ラ
ト
レ
イ
ル
」で
は
、
選
手
の
皆
さ
ん

が
ゴ
ー
ル
す
る
姿
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

８
月
の「
ま
る
せ
っ
ぷ
観
光
ま
つ
り
」

で
は
、
ぬ
り
え
ブ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中

に
は
、
丸
瀬
布
地
域
の
地
元
企
業
や
団

体
の
方
も
多
く
、
関
わ
る
機
会
が
少
な

い
方
々
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は

「
ま
る
せ
っ
ぷ
藤
ま
つ
り
」で
お
会
い
し
、

覚
え
て
い
て
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
方

も
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

道
の
駅
関
連
の
視
察
研
修
で
は
、
富

良
野
商
工
会
議
所
に
お
伺
い
し
て
、「
名

物
づ
く
り
」の
講
演
会
の
聴
講
と
、
フ

ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
の
店
舗
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
札
幌
市
で
は
、
体
験
観
光
の

視
察
で「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」や「
ツ
リ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」「
足
湯
」「
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
」な
ど
を
実
際
に
見
学
、
体
験
し
ま

し
た
。　

　

ど
の
施
設
も
、
目
的
や
コ
ン
セ
プ
ト

な
ど
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
工
夫
さ

れ
て
い
る
部
分
も
多
く
、
人
気
が
高
い

の
も
納
得
で
し
た
。
遠
軽
Ｉ
Ｃ
道
の
駅

に
も
生
か
せ
る
部
分
が
多
い
と
感
じ
た

の
で
、
視
察
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
道
の
駅
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▶
ワ
イ
ヤ
ー
で
空
中
を
移
動
す
る
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
。
迫
力
の
あ
る
眺
め
で
し
た
。

▶
ツ
リ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
！
大
自
然

を
満
喫
で
き
る
体
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
休
憩
時
間
に
は
、
自
生
す
る

野
イ
チ
ゴ
を
食
べ
な
が
ら
、
遠
軽
町
の

自
然
の
豊
か
さ
と
、
そ
の
恵
み
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
と
20
日
に
は「
自
然
環
境

保
全
の
現
場
と
連
携
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」に
参
加
し
、
あ
ら
た
め
て

生
態
系
や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
、
環
境
学
を
専
攻
し
て

い
た
私
に
は
学
び
直
し
に
も
な
り
、
地

域
の
方
と
遠
軽
の
自
然
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
然
を
生
か
し
た
遠
軽
な
ら

で
は
の
活
動
を
、
多
く
の
若
い
世
代
の

方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
終
わ
り
、
朝
起
き
る
た
び

に
冷
え
た
空
気
を
感
じ
る
と
、
あ
ら
た

め
て
北
国
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
な
、
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
林
業
関
係
と
自
然

保
護
関
連
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

８
月
は
主
に
町
有
林
で
草
刈
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
３
月
に
安
全
衛
生
教
育

を
受
講
し
て
以
来
の
刈
払
い
機
の
使
用

で
し
た
が
、
け
が
も
な
く
、
植
林
さ
れ

た
場
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
始
め
は
、
草
だ
ら
け
の
場
所
で

慣
れ
な
い
現
場
作
業
に
苦
戦
を
し
ま
し

た
が
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
効
率
的

な
刈
払
い
の
方
法
が
分
か
る
と
同
時
に
、

普
段
か
ら
現
場
作
業
に
従
事
し
て
い
る

方
々
の
大
変
さ
を
、
身
を
持
っ
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
政
林
務
課

金か
ね

丸ま
る

太た

一い
ち

　隊
員

▶
短
い
時
間
で
も
、
た
く
さ
ん
の
ウ
チ
ダ
ザ

リ
ガ
ニ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▶
小
学
生
と
一
緒
に
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
防

除
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
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【問い合わせ】白滝ジオパーク交流センター／埋蔵文化財センター 

☎48‐ 2
ジ

0
オ

2
ジ

0
オ

　FAX 48‐2374　電子メール　geo@engaru.jp
ホームページ　http://geopark.engaru.jp/

ま
す
。

　

大
昔
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
湧
別
川

が
作
り
出
し
た
平
ら
な
地
形
は
、
生
活

の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
遺
跡
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
、

当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
自
然
と
向

き
合
い
、
生
活
し
て
い
た
の
か
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

遺
跡
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
普
段
の

何
気
な
い
景
色
が
少
し
違
っ
て
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

は
る
か
昔
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
遠
軽
の
ま
ち
を

ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

まちの魅力を再発見！

「えんがるまちブラジオツアー」を開催します！

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
大
地
の
成
り
立

ち
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
何
も
、
今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
私
た
ち
が
生
活
す
る
場
所
は
、

湧
別
川
水
系
が
作
り
出
し
た
階
段
状
の

平
ら
な
地
形
で
あ
る「
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う」を
利

用
し
て
い
ま
す
。
平
ら
な
地
面
の
方
が
、

建
物
や
田
畑
を
つ
く
る
の
に
都
合
が
良

い
で
す
よ
ね
。

　

で
は
、
現
代
の
私
た
ち
よ
り
も
は
る

か
昔
の
遠
軽
地
域
に
暮
ら
し
て
い
た

人
々
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
ヒ
ン
ト
は
、

昔
の
人
々
が
暮
ら
し
た
痕
跡
で
あ
る

「
遺
跡
」に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
軽
町
に
残
さ
れ
て
い
る
遺
跡
を
調

べ
る
と
、
大
昔
の
人
々
も
遠
軽
地
域
の

河
川
が
生
み
出
し
た
小
高
い
丘
を
生
活

の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
中
に
は
住
居
の
跡
が
分
か

る
場
所
も
残
さ
れ
て
お
り
、
町
内
東
町

に
あ
る
寒
河
江
遺
跡
で
は
、
現
在
で
も

住
居
跡
の
く
ぼ
み
を
見
る
こ
と
が
で
き

　普段何気なく過ごしているまちの景色も、少し見方を変えることで、大地と私た
ちの暮らしとの「つながり」を感じることができます。今回は、何気ない景色の中に
潜む大地を感じるツアーを、次の日程で開催します。
　遠軽地域を舞台にした大地の成り立ちを学び、まちの歴史も楽しむことができる
「えんがるまちブラジオツアー」へぜひともご参加ください！

▲昨年のまちブラジオツアーの様子

▲寒河江遺跡発掘当時の様子。
　後に、奥の空き地にはえんがる球場
　が建設されます。

■日　時　11月３日（金・祝）
　　　　　午前10時～午後4時
■集　合　遠軽町役場前
■内　容　遠軽地域の市街地を散策し、
ジオパークの目線から遠軽の歴史と大地
のつながりをご紹介します。
■参加料　1,500円（昼食・保険料込み）
■定　員　20人程度
■対　象　小学生以上
■申込み　電話か電子メールでお申込み
ください。
申込問 NPO法人えんがぁるジオ倶楽部
☎090 ‐ 5312 ‐ 1247
電子メール：shiohuneann@ozzio.jp

申込・問
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

10月１日（日）みずしま内科クリニック
☎42 ‐ 3214

遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

10月８日（日） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

遠軽共立病院
☎42 ‐ 5215

10月９日（月） 遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

10月15日（日）瀧本皮膚科クリニック
☎42 ‐ 8048

遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

10月22日（日） はやかわクリニック
☎49 ‐ 2525

遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

10月29日（日）みずしま内科クリニック
☎42 ‐ 3214

遠軽厚生病院
☎42 ‐ 4101

●移動図書館車　やまなみ号
【Ａコース】

日　程 時　間 場　所

10月24日（火）

12:40 ～ 13:20 家庭学校
14:30 ～ 14:40 寿町教員住宅
14:45 ～ 15:00 寿町自衛隊官舎
15:05 ～ 15:15 南町自衛隊官舎
15:20 ～ 15:40 みなみ児童館

10月11日（水）
10月25日（水）

10:10 ～ 10:30 瀬戸瀬小学校

12:35 ～ 12:55 東小学校
※25日は休止。

10月12日（木）
10月26日（木）

10:10 ～ 10:25 遠軽小学校
10:50 ～ 11:00 学田団地集会所
12:45 ～ 13:00 南小学校
15:00 ～ 15:20 ひがし児童館
15:30 ～ 15:40 学田2丁目桜場宅横

10月13日（金）
10月27日（金）

10:05 ～ 10:25 安国小学校
12:30 ～ 13:00 生田原小学校

【Ｂコース】
日　程 時　間 場　所

10月３日（火）
10月17日（火）
10月31日（火）

12:40 ～ 13:10 丸瀬布小学校
15:00 ～ 15:10 遠軽新聞社横
15:15 ～ 15:30 にし児童館

10月４日（水）
10月18日（水）

10:05 ～ 10:25 東小学校
13:00 ～ 13:15 瀬戸瀬小学校

10月５日（木）
10月19日（木）

10:10 ～ 10:25 南小学校

12:40 ～ 12:55 遠軽小学校
※19日は休止。

10月６日（金）
10月20日（金）

10:45 ～ 11:15 ほのぼの
11:20 ～ 11:35 のびのび
12:30 ～ 12:50 白滝支所前
13:00 ～ 13:20 白滝小学校

丸瀬布図書室 １日（日）・８日（日）・９日（月）
15日（日）・22日（日）・29日（日）

丸瀬布昆虫生態館 ３日（火）・10日（火）・17日（火）
24日（火）・31日（火）

丸瀬布郷土資料館 ３日（火）・10日（火）・17日（火）
※23日から翌年４月下旬まで冬期閉館

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター 11月２日（木）まで連日開館

10月
体育施設

文化施設

休館日

総合体育館、えんがる温水
プール、東体育館、豊里体育
館、遠軽町武道館、高齢者ス
ポーツセンター、遠軽コミセ
ン、青少年会館、社名淵体育
館、瀬戸瀬コミセン

２日（月）・16日（月）・23日（月）
30日（月）

遠軽町図書館 ２日（月）・16日（月）・23日（月）
27日（金）・30日（月）

生田原スポーツセンター、遠
軽町郷土館、生田原図書館、
白滝図書室

２日（月）・９日（月）・10日（火）
16日（月）・23日（月）・30日（月）

２日（月）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）
３日（火）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）
４日（水）　フッ素塗布（13:00 ～・げんき21）
16日（月）　４か月児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳６か月健診（13:20 ～・げんき21）
17日（火）　結核検診（町内巡回）
　　　　　秋の健診（7:00 ～・白滝国際交流センター）
18日（水）　結核検診（町内巡回）
　　　　　秋の健診（6:00～・丸瀬布コミュニティセンター）
19日（木）　結核検診（町内巡回）
　　　　　秋の健診（7:00 ～・かぜる西）
20日（金）　秋の健診（7:00 ～・げんき21）
　　　　　水痘・麻しん風しん・日本脳炎予防接種
　　　　　（11:30 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
　　　　　麻しん風しん予防接種（水痘同時）
　　　　　（16:00 ～・まるせっぷ厚生クリニック）
21日（土）　秋の健診（7:00 ～・げんき21）
24日（火）　水痘・日本脳炎予防接種
　　　　　（13:30 ～・生田原診療所）
30日（月）　３歳児健診（13:00 ～・げんき21）
　　　　　１歳児健診（13:45 ～・げんき21）

●１０月　健診・検診・予防接種

４日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
６日（金）　げんきひろば（13:00 ～・げんき21）
10日（火）　げんきひろば（13:00 ～・げんき21）
11日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
13日（金）　げんきひろば「運動会」（10:00～・げんき21）
17日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
23日（月）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
25日（水）　赤ちゃんひろば（10:00 ～・げんき21）
26日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談
　　　　　（10:00 ～・げんき21）
27日（金）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）
31日（火）　げんきひろば（10:00 ～・げんき21）

●１０月　健康相談・育児学級

３日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
４日（水）　コスモス教室（10:00 ～・総合体育館２階）
５日（木）　認知症サポーター養成講座
　　　　　（10:00 ～・げんき21）
11日（水）　ひまわり教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　ラベンダー教室（13:30 ～・げんき21）
12日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）
17日（火）　桜教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　藤教室（13:30 ～・げんき21）
18日（水）　コスモス教室（10:00 ～・げんき21）
　　　　　おとこ組（13:30 ～・げんき21）
26日（木）　ちゅうりっぷ教室（10:00 ～・げんき21）

●１０月　健康運動教室等
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 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

１日（日） 優良　17:30 ～ 一般　18:10 ～
８日（日） 違反　 9:00 ～ 一般　11:10 ～
18日（水） 優良　 9:00 ～ 違反　 9:40 ～
28日（土） 優良　 9:00 ～ 初回　 9:40 ～

●文化・スポーツ・イベント

１日
（日）

チビリンピックサッカー大会（えんがる球技場）
図書館まつり（9:30～・遠軽町図書館）
えんがる町民ハイキング（10:00 ～・遠軽市街）
生田原地区町民文化祭「芸能部門」（13:00 ～・生田原福祉センター）

２日
（月）

めだかの学校（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）

３日
（火）

チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

４日
（水）

体力テスト（18:00 ～・白滝中学校体育館）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

５日
（木）

しらかば大学（10:00 ～・ピノキオハウス）
水中ウオーキング&アクアビクス教室（10:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

６日
（金）

瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第3期町民水泳指導（10:00～・えんがる温水プール）

７日
（土）

第1回オホーツクＵ－12サッカーフェスティバル【8日まで】（えんがる球技場）
国道242号花壇花抜き（7:00 ～・南町3丁目）
第28回彩樹会展【13日まで】（9:00 ～・遠軽町福祉センター）
えんがる体験隊「サケ・マスのふるさと川めぐり」（9:00～・湧別町）
まるせっぷ子ども文化教室（9:00～・上川地域）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）
お月見列車運行・撮影会（18:00 ～・森林公園いこいの森）

８日
（日）

雨宮21号・DL機関車同時運行【9日まで】（11:00 ～・森林公園いこいの森）
第37回えんがる町民音楽の広場（13:00～・総合体育館）

９日
（月）

2017体育の日レクリエーションフェスティバル（9:30～・総合体育館）

10日
（火）

えんがぁる愛食フェア【11月10日まで】（町内参加店）
たっち学級（10:00 ～・遠軽町基幹集落センター）
ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

11日
（水）

ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

12日
（木）

瞰望大学「修学旅行」【13日まで】（7:45 ～・札幌市）
水中ウオーキング&アクアビクス教室（10:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（中～上級）（19:00 ～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・丸瀬布小学校体育館）

13日
（金）

14日
（土）

新遠軽町記念中学校新人戦野球大会【15日まで】（遠軽中学校）
読み聞かせ会「どろんこ」（10:00 ～・安国公民館）
わくわく自然体験教室（10:00 ～・農村多目的施設）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

15日
（日）

16日
（月）

17日
（火）

めだかの学校（9:00～・北見市留辺蘂町）
定例行政相談所（13:30 ～・各地域）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

18日
（水）

コスモス学級（10:00 ～・遠軽町基幹集落センター）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

19日
（木）

第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）

20日
（金）

安国地区町民文化祭「展示部門」【22日まで】（9:00 ～・安国公民館）
瞰望大学（10:00 ～・遠軽町福祉センター）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

21日
（土）

童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

22日
（日）

雨宮21号・DL機関車同時運行（11:00 ～・森林公園いこいの森）
えんがるハロウィーンイベント（11:00 ～・旧麦酒館ふぁーらいとほか）
いこいの森閉園式（14:00 ～・森林公園いこいの森）

23日
（月）

24日
（火）

ことぶき大学（10:00 ～・丸瀬布中央公民館）
チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）

25日
（水）

第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）
ニコライの英会話教室（19:00 ～・丸瀬布中央公民館）

26日
（木）

第3期健康づくりストレッチ教室（13:30 ～・えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30 ～・総合体育館）
英会話教室（初級・中～上級）（19:00～・遠軽町教育委員会庁舎）
子どもスポーツ塾（19:00 ～・スポーツプラザTAMOKU）

27日
（金）

第54回遠軽総合文化祭「展示部門」【29日まで】（9:00 ～・遠軽町福祉センター）
生田原地区町民文化祭「展示部門」【29日まで】（9:00 ～・生田原福祉センター）
第49回丸瀬布総合文化祭「展示部門」【29日まで】（9:00 ～・丸瀬布中央公民館）
第3期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00 ～、15:00 ～・えんがる温水プール）

28日
（土）

えんがる体験隊「少年野球教室」（10:00～・遠軽中学校）
平成29年度しらたき文化祭「展示部門」【11月3日まで】（10:00 ～・白滝国際交流センター）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・生田原図書館）
絵本の読み聞かせ（10:30 ～・丸瀬布図書室）
童話の時間（11:00 ～・遠軽町図書館）

29日
（日）

第49回丸瀬布総合文化祭「芸能部門」（13:00～・丸瀬布中央公民館）

30日
（月）

31日
（火）

チビッ子教室（14:45 ～・丸瀬布中央公民館）
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図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

『この世の春（上・下）』
【宮部みゆき】

　美貌の青年藩主・重興が、突
然隠居を強いられるという変事
のあった北見藩。重興の押し込
められた座敷牢からは、夜な夜
な奇怪な声が。亡者たちの叫び
か、それとも…。

　

問

末ながく、お幸せに【あさのあつこ】バック・ステージ【芦
あし

沢
ざわ

央
よう

】本日も教官なり【小
お

野
の

寺
でら

史
ふみ

宜
のり

】騙し絵の牙【塩田武士】
冤
えん
罪
ざい
犯
はん
【翔

しょうだ

田寛
かん

】オリンピックがやってきた【堀川アサコ】
風神雷神風の章【柳

やなぎ

広
こう

司
じ

】湖畔荘（上・下）【ケイト・モート
ン】大人のための社会科【井手英策】入門貧困論【金

かね

子
こ

充
じゅう

】
面白くて仕事に役立つ数学【柳谷晃】定年後が180度変わ
る大人の運動【中野ジェームズ修一】小さな家の間取り解
剖図鑑【本

ほん

間
ま

至
いたる

】きちんと切ると料理はもっとおいしい【中
村奈津子】おやこの薬膳ごはん【山田奈美】

10月「童話の時間」～遠軽町図書館～
■童話の時間
　絵本の読み聞かせ、紙芝居の後に映画を上映します。
　時間は土曜日の午前11時から30分程度で、場所は遠軽
町図書館の視聴覚室です。
７日　『金色のがちょう』
14日　『ミッフィーのがっこう』
21日　『鼻たれ小僧』
28日　『わしわし、わしも』
■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを行います。
　10月10日（火）・24日（火）　午前11時から

　

今
月
の
表
紙
は
、
９
月
３
日
に

行
わ
れ
た
第
41
回
白
滝
地
域
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
様

子
で
す
。

　

大
会
は
、
白
滝
支
所
前
を
発
着

地
点
と
し
て
、
小
学
生
未
満
の
幼

児
か
ら
一
般
ま
で
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

沿
道
の
人
た
ち
の
声
援
に
笑
顔

で
応
え
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
参

加
者
た
ち
は
、
全
力
を
出
し
切
り
、

予
想
を
上
回
る
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル

し
た
り
、
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理

の
な
い
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
だ
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
完
走
し
て
い
ま
し
た
。

鼻たれ小僧

　

今
月
の
特
集
は「
衣
食
住
の

衣
」。
人
が
生
活
す
る
た
め
に
必

要
な
３
大
要
素
、
衣
食
住
。
そ
の

う
ち「
衣
」の
世
界
を
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

図
書
館
（
室
）
に
は
、
地
域
の
こ

と
を
調
べ
に
来
る
小
学
生
や
、
昔
住

ん
で
い
た
頃
の
状
況
や
町
の
歴
史
を

知
り
た
い
な
ど
、
多
く
の
方
が
来
館

し
ま
す
。
で
き
る
限
り
ご
要
望
に
添

え
る
よ
う
に
資
料
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
に
関
す
る
資

料
を
集
め
て
い
ま
す
。

10月「絵本の読み聞かせ」
■生田原図書館
　28日（土）　10時30分から
■丸瀬布図書室
　28日（土）　10時30分から

遠軽町図書館
（生田原・丸瀬布・白滝を除く）

10月９日（月）
祝日開館

10月27日（金）
臨時休館

　

た
と
え
ば
、
農
林
業
や
鉱
工
業
・

商
業
の
記
録
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

の
地
域
の
新
聞
記
事
、
自
治
会
な
ど

団
体
の
昔
の
記
録
、
自
費
出
版
物
な

ど
。
そ
の
他
、
眠
っ
て
い
る
郷
土
に

関
す
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
で
新
た
に
発
行
さ
れ

た
出
版
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書

館
（
室
）
に
、
２
部
（
保
存
用
１
部

含
む
）
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　

図
書
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、

お
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、
各
図
書
館
（
室
）
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

遠
軽
の
こ
と
を
書
い
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
譲
り
く
だ
さ
い
！

　美貌の青年藩主・重興が、突
然隠居を強いられるという変事然隠居を強いられるという変事
のあった北見藩。重興の押し込のあった北見藩。重興の押し込
められた座敷牢からは、夜な夜められた座敷牢からは、夜な夜
な奇怪な声が。亡者たちの叫びな奇怪な声が。亡者たちの叫び
か、それとも…。か、それとも…。
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今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！


